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大学の合格発表以来，新入生諸君は多くの人々か

ら繰り返し「おめでとう」と言う祝福を受けて，今

や大学生活への期待iζ夢をふくらませている乙とで

あろう。しかし大学入学がめでたし、かめでたくない

かは，実は乙れからの4年及至6年の大学生活をど

のように過し，どのようになって社会に出て行くか

できまる乙とであり，そのとき真に自分で振り返っ

ておめでとうと言えるようであってもらいたいもの

である。

それぞれ自分の目指した学部，学科lζ入学したか

らには，まずは専門知識を身iζ着ける乙とに大きな

期待を持っていることであろう。それは当然である

が，大学生活では，専門知識の修得と同時に，それ

ぞれが自己の人聞を作る乙とが，もう一つの重要な

目標である乙とを忘れてはならない。高等学校から

大学に入ってきたばかりの学生諸君が大学を出ると

きには，それぞれに大きく人間的に成長しているの

をわれわれは毎年見てきているし，社会の諸君iζ対

する期待も，専門家としての期待もさる乙とながら，

その豊かな教養に対する期待が大きいのである。高

い専門的知識を持つ者程それに相応しい教養を持た

なければならなし、。大学に専門課程と教養課程の二

つの課程が置かれているのは，乙のような大学教育

の二つの柱を考えての ζとである。だが人聞を作る

と言うととは，専門知識の修得とは異なり，単iζ教

養講座と言った講義を聞くだけでできる乙とではな

い。専門課程，教養課程，を問わす宍学の全生活を通

して自分自身で作り上げて行かなければならない問

題である。その点では本学のような総合大学の教養

課程は，文学から工学，医学lζ対するすべての専攻

の学生諸君が一堂に会して共IL大学生活を送る場で

あり，あらゆる専門の教官が揃っているま ζとに恵

まれた環境である。諸君は大いに乙の環境を生かし，

授業のみならず，友人との交友，教官との接触を通し

て布広い自己の形成を心がけてもらいたい。

大多数の諸君は今までは入学試験を最大の百標IL

勉強してきたであろう。親ごさんや先生方の懇切な

指導とはげましのもとに，諸君はその重圧から開放

される乙とを夢見ながら一途に勉強してきた乙とと

想像する。今や大学IC入って乙れらの枠から解放さ

れ， 実IL自由に自分自身の勉強のできる立場になっ

たのである。乙れとそが真の勉強であり，それを助

けてくれる環境は十分とは言えないまでも不足はな

い。自己形成の糧となる図書は図書館に揃っている
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教養部長 長谷川正知

し，議論する友人にも事かかない。のびのびと自由

にはばたけばよいのである。だが目先の目標になれ，

よってたかつての指導になれた多くの諸君にとって

乙のような大学の自由な環境IL適応する ζとは思う

程容易な ζとではない。今までの受動的な勉強とは

ちがって，先ずは主体性を確立しなければならない。

最初は目標を失ってぼう然とし，はては何もする乙

とがなくなってしまう。無重力の宇宙空間にほうり

出されたようなものである。先ずは自分が何を求め，

何をしようとしているかを知らなければならない。

目標が見つかっても遥か彼方で容易ILは近付きがた

いであろう。しかし目標がきまれば一歩ずつでも近

付く努力をする乙とができる。 一段上ればまた道は

見えてくるであろう。一冊の本を読み上げる乙とを

まずは目標iとすればよい。道にまよっても決して操

縦梓を離しではならない。今までのように誰も運転

をしてくれないのである。でなければひもの切れた宇

宙遊泳のよう IC宇宙をただよい続ける乙とになって

しまう。実際乙のようになる人が少くないのである。

乙れからの勉強は自分自身の勉強であり，するもし

ないも自由である。しかし結果はすべて享受しなけ

ればならない。人のせいにする乙とではない。一年

浪人すればすむ乙とではなく，自分の一生の生き方

を左右する乙とにもなるのである。乙の乙との自覚

が第一歩である。

諸君が乙の4及至 6年の大学生活を終えて社会iζ

出るとき，確固とした自身を持って自己の道を踏み

出す乙とを願っている。今そのための出発点iζ立っ

たと ζろである。早く自己の主体性を確立し，自由

な勉学の環境を享受してもらいたし、。そのとき乙そ

教養部のキャンバスに若々しい生気がみなぎるので

ある。(化学)



一特別寄 稿ー

日兄縛からの脱却

われわれは，生涯の間IC，おびただしい数の他者

と接する。群をなして生きる動物である人間にとっ

てそれは避ける乙とのできぬ条件である。

われわれの生涯は，乙うして次から次にわれわれ

のまえに現れる他者とさまざまな関係を取り結ぶ乙

とによって推移する。その対他関係のあり方が，わ

れわれの人生を成立させ，同時に規定もする。

他者をいかようなものとしてとらえるかは，一人

の人間にとって，おそらく決定的な意味をもってい

る。それは，他者だけではなく，自己をいかような

ものと してとらえるか，という乙ととわかちがたく

結びついているからである。他者規定は，とりも直

さず自己規定である。

まず，基本的な岐れ道が一つある。他者を，自己

とhomogらne なものとしてとらえるか，または

heterogenらなものとしてとらえるか，である。

他者を自己と homo定占neなものとしてとらえると

いうようなζとがそもそも人間にありうるか，hetero-

gらneだから乙そ他者なのではないか， という疑問

はむろん成り立つ。しかし， 人間は，(何歳までかと

いわれると正確な答えは私にできないが，少くとも

生長のある段階まで)他者を自分と異質なものと考

える乙とはなし、。赤ん坊同志は，緩や周囲がそれを

妨げなし、かぎり，いつまでも仲良く遊びつづけるだ

ろう。 人間IC，他者をhらtさrogeneなものと して意

識させるのは，したがって，人間に本来内在する自

然の性向ではなし、。それは，ある時期以後K i外j

から吹き乙まれ，教え乙まれる ideeである。

われわれが，他者を 「異質」なものとしてとらえ

て，その乙との妥当性を疑わないのは，いつか，と

乙かで，だれかに，その乙とを教えられたからであ

るo しかも， 長じてなお， しばしば生涯，その呪縛

から解放される乙とが困難なほど，くり返しくり返

し教えられたからである。

他者を異質なものとしてとらえるとき，次iζ必要

なのは，その他者と自己との比較である。つまり，

ただ「巽るJというだけではすまないので，ど乙か

どう自分と「異るJのか，という怠識が当然ついて

まわる。そ して，最も不幸な乙とは，その「異質J

概念のなかに|優劣Jiヒ下」の概念がひそかにも
ち乙まれる乙とである。いうまでもなく ，乙れも，

いつか.ど乙かで，だれかによって，人為的に，も

しくは償問としてもち乙まれるものである。試験成

績の順位や，大'学や就職先の著名度による他者との

小島輝正

優劣関係などは，その最たるものであろう。

乙の「優劣Ji上下」概念による他者=自己規定の
最大の不幸は，一人の人間が，ある他者との比較Iと

おいて!劣」の位向にあると全く同時に，他のある

他者に対して「優jの位置にありうる，という乙と

にある。 BはAより劣っているが cより優れてい
る。おれはあいつよりは「下だがJ，乙いつよりは

「上Jだ。
乙ういう「優劣Ji上下」 のイエラルシーのなか

では，ある他者iζ対する 「劣意識Jは，かならず，
他のある他者fC対する「優意識」を伴っている。伴

わざるをえなし、。なぜならば，そのなかで，人は，

だれかより 「上」 だという心埋的代償なしには，だ

れかより「下」だという自己規定K耐える乙とがで

きなし、からである。乙うして，乙のような社会的価

値体系はつねに「より下」を必要とする。もし，そ

れがなければ，人為的にそれをっくり出す。

われわれが，もし，人間の本当の平等を実現する

乙とを希望するならば，乙のような「優劣・上下J

による自他関係の人為的規定を否定する乙とから始

めなければならない。そういう idee(乙れを「偏見」

といっても「先入観」といってもいいが)を無意味

なものとして排除する乙とから出発しなければなら

ない。他者を自己との，そして自己を他者との序列

比較によってとらえるζ とをやめる乙と，さらにも

う一歩さかのぼって，あらゆる他者，つまりは，あ

らゆる人間を，ひとしく人間である自己と，人間で

ある点において1!!t条件iζhomogen巴な存在として

とらえる乙とが必要である。

乙の乙とは，われわれが， 他者との比較という呪

縛から脱け出て，真の主体性を回復する乙とをも意

味している。あたえられた一切の先入観や偏見から

自由である乙と乙そが，人間の主体性を保証する最

も確実な条件だからである。(文 学)
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一退官の辞ー

アンタ大学のナン ナノサ

はじめに一一以下の文章は，昭和51年11:，当時

まだ続いていたとの大学の学生雑誌「展望J22号
1[.書いたものである。妙な題をつけているが，乙れ

はその乙ろ流行った「アンタアノ子ノナンナノサ」

という歌の題をもじったものである。

それからまた7年ほどたっているので，最初の方

の年数なと窃j定のあわないと乙ろもあるが，乙との

本質は今も変っていないと思われるので，わずかな

補正をのぞいて，あえてそのまま再録させてもらっ

た。

「広報」担当委員からの希望は， i退官J1[.関し

ての一文を，という乙とだったが，あまり殊勝なお

別れの挨拶や懐旧談は私の柄ではない。また，かり

iとそういうものを志したとしても，書く乙との趣旨

は多分乙れと同じようなことになっただろう。

「教養部」の制度改革の話が出はじめたのが，そ

もそもいつの頃からだったか，記憶もさだかでない

が，その「教養部JK 20年，それ以前の「御影分

校J時代から数えると 32年9ヶ月 「キヨーヨー」

にいた私が辞めるころになって，i教養科学部」案
がようやく具体化しつつある乙とを思うと，既往の

思いに乙だわる乙とを最も不得手とする私も，いさ

さかの感慨なきにしもあらずである。

神戸大学lζ教養部なるものが発足してから満 12 

年になる。若い人から見れば，はるか昔の話と思わ

れるかもしれないが，私のように昭和 25年から乙

の大学κいるものからみれば，あっという聞に経っ
た 12年である。新制!大学の発足は昭和 24年だか

ら，現在までの 27年の歴史からいえば，教養部の

なかった期間の方が長い。教養部の歴史はまだ浅い

のである。

だが，それにしては，キヨーヨーブという呼称は

すでにすっかり定着してしまった感がある。今では，

だれもがそれを口にして，ほとんど低抗を感じない

ようだ。しかし，はじめは決してそうではなかっfこ。

なぜかといえば，理由はきわめて簡単である。大

学のなかに「学部」でない研究 ・教育組織が存在す

るという ζ とに人が容易 1[.~iIれなかったからである。

大学ばかりではなし、。世間には，今でも， i教養部」

というかわりに「教養学部Jという人が沢山いる。

大学のなかでは最早定Jぎしたかにみえる乙の呼称は
世間一般では必ずしも通用しない.たとえばタクシ

ーにのって， r神戸大学の教養部」と行先を告げる
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と， iああ教養学部ですね」と訂正される乙とがあ

る。話し好きな運転手さんになると， i教養学部い

うたり教育学部いうたり，大学いうととはやや乙し

いですな」とお叱りを蒙る乙とがある。まさかそ乙

で教養部が断固として教養部であって教養学部でも

教育学部でもない所以を治々と陳述するわけにはい

かないから，乙ちらはひたすら恐縮するほかはない。

そして，そんなとき，わがキヨーヨーあるキヨーヨ

ーブの教官たちは，おのれの位置をかえりみて， そ

ζはかとなき心の葵きをおぼえるのである。

逆lと乙んな乙ともある。これは，今日の大学1[.つ

いてある程度知識をもっている方々の場合である。

たとえば酒場のカウンターでお隣りの神士と何かの

はずみで口を聞く乙とになる。おしゃべりな77か

何かがいて， i乙ちら神戸大学の先生よ」とかなん

とか口をすべらす。すると件の紳士がー膝乗り出し

て聞いてくる。 iほほう，学部はどちらですか」。

その際のキヨ ーヨーブ教師の返答はなかなかに微妙

である。 I教養部です」と正面切って答えられる誇

り高き人物は，まずもって稀である。大ていはその

前1[.iし、や」とつく。つまり，円、や，教養部です。」

というととになる。さらにデリケー卜な神経の持主

になると， Iし、や，教養の方ですJと，火遁水遁な

らぬ口遁の術を用いる。 しかも，問題は次の瞬間に

ある。その返事を聞いた件の神士の表情に表われる

瞬時の変化を，わが感受性lζ富んだキヨーヨーブ教

師たちは決して見溶さなし、。そして， iああ教養部

ですか」という相手の口調の隠微なる変化をも決し

て聞き洩さない。そして「部」と「学部」と，その

一字の差のもつ般石の重みに耐えながら，途端1[.苦

くなったグラスの酒をのみほすのである。

かくの如きはし、われなき教養部教師のひがみにす

ぎぬという ζ‘意見もあろう。名として「学」がっこ

うとつくまいと，さしたる違いはない。問題は名林

よりも中味ではないか。現にわが神戸大学の教長部

は，学部で乙そないが，学部なみの白治と権利とを

保証されているではないか。学部と同様K教綬会を

もち，人事権の独立も予算の決定権ももち，評議会

にも学部と同数の三名の評議員制度上あらゆる面で

学部と対等の扱いを受けているではないか。予算の

規模に至っては，学生数の多さに比例して他のいく

つかの学部よりはるかに潤沢ではないか。

ま乙とに乙尤もである。その自治と権利とを獲得

するために，教養部発足当時の教官たちがし、かに獅

子奮迅の戦いをしなければならなかったか，という

昔話は別として，たしかに現状はお説の通りである。

しかし，それにもかかわらず，教養部がひっきょ

う教養「部」であって「学部」ではなく，教養部の

先生があくまでも教養部の先生であって学部の先生

ではないという事実は厳然として残る。名は体をあ

らわす，と昔の人はうまい乙とをいったものである。

なるほど，組織としては，教俊会もあり，人事権も

予算の決定権もある。しかし，それらのものは，教

養部成立当時の事情を考えれば，教養部がまさに

「学Jぬきの教養部たることをうべなう代償としてあ

たえられたものである。あるいは，教養部教官が，

「学ぬき」部の教官たる乙とを引き受ける代償とし

てあたえられたものである。

誤解を生じないように早自に断っておくが，教養

部が 「学ぬきJ部であるという乙とは，そこに属す
る教師が「学ぬき」である，または「学ぬきJであ

ってよろしし¥という ζ とを意味するのではない。

もしそうであるなら問題はむしろ単純明快である。

教養部の教師たちは，テキスト一冊片手につまんで

教室に出かけていって， ドイツ語やら数学やらのA

BCか，精々 DEFのあたりをサラサラと講釈して，

用事がすんだらさっさと家へ帰って水割りでもチビ

チビやりながらホームドラ 7 t;こかプロレスた、かを心

おきなく鑑賞して，眠くなったらさっさと寝てしま

えばいいのである。なにも他人の書いたしちむずか

しい学術論文を読んだり，研究会や輪読会をやった

り，はては胃の痛いのを我慢して自分も論文を書い

たり，頬の ζけるほど勉強して博士になったりする

必要はないのである。そして，わが教養部も， i学

ぬき」ど ζろか i部」などというまぎらわしい看

板も返上して，神戸大学予科とか，いっそのζと神

戸大学予備校とかに看板を塗りかえてしまえばいい

のである。

とζろが，なかなかそうは問犀が卸さぬと ζろか，

教延部教師一同のつらいと乙ろである。 ABCやD

EFのかたわら，やはり勉強はせねばならず，論文

も害かねばならぬ。喰うか喰われるかというほとの

激甚な生存闘争は，さすがにキヨーヨーある神士の

集りだけあって，般に余るほどにはないが，それで

ものんびりかまえていれば，片手片足くらいはいつ

噛みちぎられないとも限らなし、。それに教長部教師

一同，素性をただせば何れもれっきとした勉強好き

であって，その勉強好きがすでlζホビーの域iζ達し

た大人物もいるくらいだから，本を読むな，辞書を

ひくな，といっても，乙の癖はなかなか直るもので

はなし、。暇と隙を見つけては本を読む，その読んだ

本を種にしては人1[.論争を吹っかけるという習性が

身についたのが多くて，プロレスで一人水制りをチ

ビチビという偲健無害なのは減多にいない。乙れを

要するに教養部教官は学ぬきど乙ろか，自己の外か

らも内からも 「学」との悪因縁を絶ちきれぬのであ

る。

乙の辺の事情がお分りにならぬと， i学ぬき部」

教官の苦衷はなかなか察して頂けなし、。同じ大学教

師である学部諸先生方Kも察して頂きにくいのだか

ら，まして学生諸君には察しのつくはずがない。

教養部iζ乙ういう一口話がある。ある若い教官が

学生lζコンパ出席を頼れた。ちょうどその晩は，あ

る研究会に出る乙とになっていたので，その旨をい

って断ると， iえ? 先生も研究しはるんですか」
と，心底いぶかしげにその学生がいった，というの

である。人一倍研究心旺盛なるその若手教官がとっ

さにどう返事したかは聞き洩らしたが，その話を聞

いた教官一同，身lζつまされてただただ苦笑するほ

かはなかった。その学生におそらく悪気は全くなか

ったのである。教室でABCを熱心に教えている先

生が，研究なとという厄介な乙とまでしなければな

らないとは何とお気の毒な，という善意がその思わ

ず出た問いにはむしろ含まれていたのだろう。そし

て，その問いは，教養部の学生の，全部とはし、わぬ

までもほとんどが教養部教官の全部iζ対して発する

司能性のある無邪気な問いである。

なぜなら，学生諸君にとって教養部はまさに学部

に進む前にやむを得ず抜けねばならないトンネjレで

あるにすぎなし、。つまりは，高校と本当の大学との

間に設けられたもう一つのちょっとした厄介な関門，

あっさりいってしまえは、「予課Ji準備課程」であ

るにすぎなし、。そして学生諸君がそう思うのは別iζ

彼らの心得違いであるわけで、はないのでr いまの制

度から言えばまさに事実はその通りなのである。し

たがって，そういうと乙ろでABCやDEFをせっ

せと教えている先生は，同じ大学の先生でも，研究

などという本当の大学の先生がやるような難しいと

とはしなくてもいいのだろう。彼らがそう推測する

のは少しも奇体ではなし、。むしろそう思うのが， 11国
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当というべきであろう。それが重々分るから，先の

学生の問いに私たちはむかっ腹を立てる ζ とも出来

ず，ただ苦笑するほかはないのである。

ーたい，そのような「キヨーヨーフ」とはなんな

のか。ちなみに新村出編「広辞苑」の「教養」の

項をひいてみると，次のような字義が示されてい

る。 1単なる学殖 ・多識とは異り，一定の文化埋:慢

を体得し，それに準じであらゆる個人的精神能力の

統一的創造的発達を身につけている乙と」。ま乙と

に教養部教官をして密起せしむるに足る大理念で:あ

り，もし乙れがわが教養部の名IL伴う体であるなら

ば，我々は酒場の隣りの客の質問lζ昂然と胸を張っ

て答えて然るべきであろう。また，学生の無邪気な

問いに対しては，その途方もない無智IL一喝をくら

わせて当然であろう。 r広辞苑jは，さらな懇切に
も「教養学部Jという一項を設けて， r大学の法 ・
文 ・理 ・工などの専門lζ分化した学部に対し，一般

的総合的な教養を主とする学部Jと説明し，さらに

さらに懇切にも「教養部」という項を設けて， r四
年生大学で，主として一般教育を施すために専門の

学部から独立して設けた組織。最初の二年または一

年半」と説明している。ま乙とiζ至れりつくせりと

いうべきである。ここで「一般教育」といっている

のは，前段との関連からみて，当然， r単なる学殖
・多識とは異なり云々」と説明されている「教養」

を意味しており， i教養Jと「一般教育」とは即ち

同義なのである。

乙の大理念に対し異議をさしはさむものは，ほと

んどあり得まいと恩われる。大学の教養部もまた，

間違いなく乙の大理念を建前として存在しているは

ずのものである。 r教養」を「単なる学殖 ・多識」
より下位の価値，あるいは「単なる学殖 ・多識」に

たどりつくための「準備課程」とするような解釈は

ど乙をつついても出てくるはずがないのである。

まして，大学における「教養教育jを，ど乙かの化

粧品会社の「教益講座」と混同して，あれは素人向

き，女子供向き一一一断っておくが乙れは私がいう

のではない，そういう乙とを考えている人が使う語

ゐ，である一一ーのやさしいお話である，と考える

のはそれこそが学者らしからぬ俗見というべきであ

ろう。

ただし遺憾ながら，その立派な大胆想は今日の大

学ではタテ7 エであるに過ぎない。その乙とは，さ

きの 「広辞苑」の「教養部」の項の一句が，はから

ずも，というより ，簡潔明瞭K乙れを伝えている。

「最初の二年または一年半Jと。

「単なる学殖 ・多識」ではなくて， rあらゆる個
人的精神能力の統一的創造的発達を身につけるjと

いうような高進ζの上もない理想が，なぜ大学の低

学年の二年または一年半K，トンネパ初乙とく押し込

められなければならないのか。それをまず修得しな

ければ， r専門IL分化した」学問lζ到達できないと
いうプレパラトリー ・コースに設定されなければな

らないのか。大学lζ不思議なζ とは数多くあるが，

乙れはその数ある不思議のうちの最たるものという

べきだろう。

わが勤勉なるキヨーヨーブの教官諸氏は，その不

思議IC思い悩みながら，今日も黙々として神戸大学

鶴甲分校に出動してゆく。そして，あたかもセンタ

ー街が号|っ越してきたような廊下の人乙みの中を，

右IC左に体をかわしながら研究室まで辿りつく。多

くは弁当持参である。家庭の事情でそれが叶わぬも

のは，カップヌードル，カップライスのたぐいの愛

用者である。彼らは，研究室の窓からみえる 「教養

部解体を許すな/Jというタテカンの大文字を，複

雑な思いで眺める。そして，オレはーたい大学のな

んなのだろう，という切ない思いにひとときは沈む

のである。 cr展望J22号19 76・3・20)(文学)
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一退官の辞ー

去りゆく

神戸大学の誕生 ・成長とともに過ごしてきた生涯

であった。戦時の，大学半年繰り上げ卒業が昭和17年

9月，兵庫師範学校iζ勤めはじめたのが19年，それか

ら足かけ40年になる。戦後の24年に新制神戸大学が

できると師範学校が教育学部の母胎となったが，私

は「教養課程」へまわされた。教養課程は神戸と姫

路とに分れ，双方とも国文学2名 ・国語学 l名の定

員があって，私は姫路の国語学の専任講師に採って

もらったのである。

新制大学発足以来という教官はほかにもまだ居る。

けれども，そういってももう，さすがにまれな存在

になってしまった。

ζのたび最終講義をやれと言われて「東京アクセ

ント関西アクセントJと題をつけたが，私は国語学

のうち日本語のアクセントを専攻している。恩師は，

アイヌ語研究で高名の金田一京助先生で，先生lζ就

きたくて国学院大学に入った。先生の名著『国語音

韻論』をふと手にしたのがきっかけである。アクセ

ントというものが学問の研究対象になる乙とを知っ

て，乙れがやってみたくてたまらなくなったのであ

る。乙んな打ち込めるテーマはほかi亡なかった。ア

クセントはその乙ろ新興の研究分野で，いくらでも

問題が乙ろがっており，非常にやりがいがあった。

金田一先生からアクセントの講義を受けたζ とはな

かったけれども， しあわせな乙とに令息の春彦氏が

その方面の新進気鋭だったから，具体的な乙とは令

息から教わった。たぶん私が春彦氏の弟子第一号で

あろう。教わりつつ， しかしそのうち私は私独自の

万法を得て行ったのである。

とζろで神戸大学が始まってみると，国語学だけ

では待ち時間が少く，やがて国文学も持つζ とにな

った。いろいろ手さぐりしてみるうち，源氏物語，

竹田出雲の浄瑠腐，谷崎潤一郎の「細雪」といった

あたりがおもなだしものになった。本i般の国語学の

J受業もあれζれ試みたが，教養部の半年2単位でー
往まとまりがつくものとして，キリシタン資料の平

家物語かイソッフ。寓話集を読みつつ，日本語の変遷

を説く，というのが一番うまく行く乙とK落着し、fこ。

教育学部へ出講しては，乙れも当初国語学の統説や

文法やいろいろやったが，そちらにも専任の国語学

定員が来てから，私への注文は多くアクセントであ

った。方言を講じた乙ともある。大阪 ・神戸 ・東矯

磨の語法， J表矯を例ICとった方言語奨論，あたりが

私には出来る。
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和田 寅

いま，停年を迎える私K，鳴門教育大学という国

立大学が新設された。それの国語学に採用される乙

とになった。昭和59年の春に開講，まず大学院か

らはじまる。方言はまた事情がちがうだろうが，ア

クセントの ζとは，大学院でも，かりに中学でも，

同じ出発点から私は始める。学説・りくつは二の次

で，自分のことばのアクセントがわかるようになる。

例えば仮名2字に当る「山Jなり「風」なり「春」

なりーーの名詞が何十何百とあるのを自分自身の方

言IC関して，同じアクセン卜の語どうしに分けてみ

る。分けて 3種あるか4種あるか，乙ういう作業は

中学生にも出来る者にはすぐ出来るし，大学生でも

出来ない人はなかなか出来なし、。そういうアクセン

ト意識を自覚させる乙とから始めなければならない。

乙れまでの経験によると，意識明瞭で，アクセン ト

というものに眼が関かれて，一挙lζ打ち込んでしま

う聴講者が，すぐれた卒業研究へと伸びて行った。

そういう学生との出会いいかんであった。とすると

各自のテーマがすでに確定している大学院生IL，ア

クセン ト研究との新鮮な出会いを感じさせ得るかど

うか，必ずしも期待できない。

わが教養部で，私には本職でなかった国文学でも，

学生iζ強い興味を与え得た乙とがある。国文学概説

の， LL教室でビデオを使った古典劇の鑑賞はp 何
人かの学生を芝居がわかるようにさせる乙とが出来

たと思う。 r細雪Jの講読一ーといっても昭和110年
代の歴史 ・風俗を調べて，オリジナルな資料から作

品の写実性いかんを検証させる演符では，考証とい

う乙との興味を知ったかして，一部の学生は単位を

取る ζと以上の熱意を見せたものだった。

I~q門教育大学の大学院に赴任して，日分の専門を

講じても，もしや，大学院生なるがゆえに，かえっ

て名自のテーマでないことには大して反応を示して

くれないという乙とになったら，判11パ大学を離れた

私は， さぞ教長部での生fffをなつかしむ乙とになる

のであろう。(文学)



一転 任 の辞ー

32年半

昭和25年9月30日付をもって当時の文f虫学部英米

文学科の助手として神戸大学iζ着任して以来，乙の

3月31日で32年半になる。新市IJ大学が発足して，専

門課程iζ第 1回生が進学してくる時のζとであった。

文埋学部文科の事務室は六甲台の今の経済学部の事

務室がある狭い一室で，奥ICは文科長の今井先生が

机の前lζ坐っておられた。fi1初私は先生を事務官と

誤解していた。当時の英米文学科のスタッフは池田

義一郎先生と故橘忠衛先生であった。一年樗して文

i虫学部と御影分校(教益課程)が阪神御影駅の北側

の新築の校舎に移った。乙の時研究室は言語学の井

上増次郎先生と相部屋で，姫路には市電がないとい

うので，姫路分校(教養課程)をきらって，御影分

校lζ赴任されたと言われた寺田建比古先生がよく研

究室IC見え，高速なお話を長時間拝聴したものだ。

井上先生と同じく旧制高知高等学校で教鞭をとられ

たζ とがあったからである。神戸っ子である私は，

2、3の国立大学から口がかかったが，神戸大学でも

講師昇任の話が持上ったので，動かなかった。

昭和28年4月から姫路分校勤務となった。当時利

用していた山陽電車は兵庫駅と姫路の聞を走ってい

たが，特急で75分かかった。その頃は山陽電鉄の姫

路駅の改札を出ると御幸通りで，50米道路などはな

かった。土曜の午后よく歩いた姫路分校の正門から

南iと真っ直ぐ数百米のびる道の両側には人家はほと

んどなく，回関だった。 II?l1'日33年4月から学寮の舎

監も兼ねた学生委員となったので，姫路西校の近く

の官舎へ~ I越した。その年の 5 月であっただろうか，

深夜，というよりは早朝， 21時頃寮から電話があっ

て，寮生で酒lζ酔った挙句，駅前の商庖の看板を次

々と倒して，主主察K捕まり，一晩留置される所を，

翌日ドイツ語の試験があるというので，釈放するか

ら，身許引受人になって，もらい下りよに管察へ行って

ほしいと言う。姫路警察署へ自転車で/"11かけ，寮生

4人をもらい下げ，倒した看板を元通りに立てさせ

て，寮へたどり着いた|時には佼も明けていた。その

秋，学生大会で某教育をわれわれの教官と認めない

という決議を行ない，その教官のJ受業ボイコッ卜す

る事件が発生した。

学生委員lζ引続き，次の 2'r:jC教務委員(当時教養

課程委員と称していた)となった。 60年安保闘争の

時の乙とである。街顕デモKI1:かけた学生たちが50

米道路の「やまとやしき」というデパートの前です~

官と衝突し，件棒を得って，臼治委員窒IC飾り，立

前野 繁

休みにはいるとすぐ， 答察がそれを取り返しに姫

路分校IC立入るという事件がお乙った。自治委員長，

副委員長等5、6名が逮捕された。秋のその裁判の日，

学生大会で午后の授業放棄を決議したのだが，裁判

を傍聴していた分校主事小森先生が俊業があるから

と言って，退出された乙とで，後日ある教室で，分

校主事，学生委員，教務委員は自治委員たち二十数

名から糾弾を受けた。糾蝉会というか団交というか，

その初めではなかったろうか。学生委員長に当るの

が故上西先生，学生委員iζ当るのが，前iζ学生委員

長をつとめられた乙とのある飯盛先生。飯盛先生は

警察の構内立入りの時から随分と苦労された。

だが姫路分校時代は牧歌的な面が大いにあった。

学生数が少ない上IC，旧制姫路高等学校の伝統をつ

いでいた。寮生の中lζは，暑くなると上は半袖シャ

ツ一枚，寒くなると， ドテラ姿で教室l乙現われるも

のもいた。寮が校舎の備にあったせい，あるいは姫

路には遊びに行く処がなかったせいばかりではない

だろうが，綬業は皆出席というのが多かった。特iζ理

系のクラスは中だるみの 1、2回を除いて全員出席だ

ったし，一期15回の便業ができた。教官と学生のつ

き合いも密であった。官舎が学校の近くにあったの

で，寮の総代たちを日曜の夕食lζ紹待したり，陸上

競技部の部長であったので，陸上競技部のコンバを

したり， }旨導生も遊びにきた。乙れは私IC限った乙

とではなかった。

Il!3H138年IC教養課程が教養部になり，39年夏舵路

分校は今の教徒部の処へ移転し，牧歌的な教後部は

なくなった。蛸の足大学と言われた神戸大学の校舎

をー筒所iζ集める計画の犠牲となったのである。乙

のような路姫分校で長年教地K立っていた先生方の

中には神戸へ移った ζとで，生きるt振りを失われた
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方が何人かおられた。私は事ある毎IC路姫分校では だけではなかった。最も手[1気あいあいとしたものは

乙うであったと言ったため，ショ ビニズムとか何 留学生4名(すべてベトナム人留学生)との団交で，

とか非難された。昭和43年大学紛争がまだ東大の外 受入れ体制不備の件であった。乙の事は「国際交流

K波及しなかった 9月に渡米し，ノースウエスタン

大学という，シカコの郊外にある私立大学で研究IC

従事した。日本では手にはいらない書物が山とある

図書館で読書三味だったので，一年近くの聞に研究

は自に見えてはかど、った。大学紛争については12月

頃東大の安田講堂の攻防戦がシカゴでも放映された。

東大では外国IC留学中の教官を全員呼び戻す方針で

あるという記事を送ってもらった新聞で読んだが，

私は無事留学を終えて，44年8月帰国。羽田K着い

たのが土曜日で，月曜に教養部へ顔を出したら，封

鎖解除の 2日目でA棟の荒療ぶりにわが目を疑った。

その日の午后三宮のある建物内で行なわれた教授会

K出席し，紛争について色々な情報を仕入れ，翌日

A棟屋上のドアの前ICバリケード用においである私

の貴重な図書を入れたスチーノレキャビネットから図

書を出していると，楽し気に口笛を吹いて尾上から

はいってくる人がし、る。見ると松下講師であった。

昭和44年度入学者に対する前期の講義は紛争の影

響で9月に開始，本来なら後期の侵業から持つと乙

ろを，中川評議員担当予定のクラスを教える乙とに

なった。中川教授のピンチヒッタ とも知らず，最

初顔を出したクラスで，中川評議員を糾弾しようと

てぐすね号|し、て待構えていた全共闘派の学生に徹底

的にいじめられ，何時の間にか私の留学は罪悪であ

るというζとになってしまっていた。のほほんと米国

K紛争中は留学していた罰κ昭和46年度から教務委
員長をおおせっかった。 4月早々松下元講師とその

グループKよる哲学の講義の妨害が始まった，そし

て9月に逮捕されるまで授業妨害は続いた。ある時

講義室のドアの前で松下グループとやりあっていた

時，一人が「お前たちは刑事か?Jと言う と， 1符

官でなくて教官だ，君たちはf受業lζ出ているのか?J
と竹内学生委員長は切りかえされた。竹内教綬は姫

路分校時代には学生委員，伺委員長に当る役職を歴

任され，名学生季員の名が高かった人である。 r大
阪湾の水は冷いぞ，佼は月夜とばかり思うな」と過

激派iζ脅かされながら，竹内先生とコンビで乙の紛

争後の混乱期をよく切り抜けたものだと今iζなって

思う。綬業妨害だけでなく，血を流す内ケ、ノミ，それ

に学費値上げ反対で幾度かバリケードストライキが

あった。そしてそれが期末試験まで持込まれ，実胞

できなかった試験のうち医学部は 3月に，残りは翌

年度の4月から 6月までの土曜日の午后実施した。

2年自には Illl口君の聴講を勝ちとる会」との対応

があり，また医学部の条件付進学をなくしたため，

何度か医学部の 2年生と団交を持った。団交は乙れ

センター・ニュースJ1ζ54Jいたので，これ以上触れ

まい。教務委員長の御役御免になってからも，留学

生の世話を引受けた。当時は南ベトナムの政情から

そ乙出身の留学生が多かった。彼らから聞いた話で

はサイコ'ン大学の大講義室の前の座席を確保するた

め学生は朝6時lζ大学へ出かけたそうである。サイ

コポンが陥落して，私費留学生は親許からの送金が断

たれた時は困り巣てた。一二の同僚の助けて‘松下電

器を訪れたり，三洋電機K電話して媛助を求めたり，

関西経済同友会の専務の人と話合ったりして，彼ら

の学費，生活費捻出を計ったが，うまくゆかなかっ

た。しかし窮状が新聞に出ると，一市民の人が匿名

で貯めていた10万円余の金を大学本部へ届けて下さ

ったり，当時の経営学部長の口ききで，神大出身の

会社経営者の方から月々数万の奨学金を頂載できる

ようになったり，新聞広告で探したアルバイトで金

を稼いだりした。彼らは一人を除いては無事卒業し

たが，電子工学科の修士を終了した留学生は，自分

の専門の知識を生かす仕事が見つからず，神戸のジ

ーンズ販売の会社IC勤めたりしていた。残念ながら

日本人社会は，外国人，特lζアジア人iζ対して閉鎖

的である。 ζの乙とはカンボジヤから来たK君も言

っていた。その彼は日本人社会の閉鎖性を嫌って，

アメリカで職を求めようとしている。彼の父は小学

校の校長で，内乱が始まると政府軍将校となったた

め，全く絶望視されている。彼の母，姉妹からの音

信も全くなし、。 K君はポノレポト政権によるカンボジ

ヤ人虐殺を信じようとしなかった。カンボジヤ人は

ベトナム人に対し憎しみや恨みは持っているが，同

国人lζ対して持つ筈がないと言っていた。彼は私の

指導生で，学部在学中夏は毎年香住の神大海の家へ

のG生旅行K参加した。そしてギターをひいて，寂

しさをまぎらわしていた。彼は佼よく私の横で寝fこ。

彼の寝言を聞いた乙とがある。フランス語だった。

昔はベトナム，カンボヂヤ，ラオスを仏領印度支那

と呼んでいた。神大生諸君よ，君の傍で講義を受け

ている留学生は，君が想像もしない碍大きな苦悩を

胸10，弘めているのかも知れないのだ。

私の出番も終った。 r人の一生は要するにうろつ
く影だ，憐れな役者だ，自分の11:¥る場だけ，舞台の

上で威張り歩いて，わめき散し，それから後はもう

聞こえない。 J (シェクスピアの~<クベス』より)
(英語)
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一年間
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自己紹介
一新任教官紹介ー

三年の月日を神戸で過乙した乙とになる。乙の土

地を初めて訪れたのは三月の上旬，暖かいなかにも

存らしい日だったのを覚えている。丁度その一週間

ほどまえ，まだ冬の続く寒いドイツから帰って来た

ば‘かりで，乙のI~が，f.:;1やかな気候の国だと思い知ら

されてはいたが，六甲の山々から海IC注ぐ大小幾本

かの川を越え，沿線の自然IC恵まれた光景を目lζし

阪急、六甲の駅に降り立ったのち，教養部への坂道を

パスIC揺られて篭っていったとき，明るい日ざしの

中でど乙かまどろんだような家並みは保養地といっ

た印象だった。それは二年半の異国での生活の中で

知らず知らずのうちに蓄積していた疲労がそう思わ

せたのかも知れなかったが，ともかく街は明るく和

やかな表情をたたえており，幾分の気負いを持って

訪れてきたよそ者にとっては一方で拍子抜けな感じ

はしたものの心温まる歓迎であった。

しかしそれは遠来の客に見せた街の表情であり，

旅行者ならともかく一旦そ ζに住む乙とになってし

まうと長初の印象などは日々の生活のうちにど乙か

へ消えてしまうものらしし、。ある程度の心植えはあ

ったが，急iζ学生の身から教師の立場iζ立たされる

乙とになり， しかも全く知らない土地と人々の間で

の乙と，保長地で骨を安めるなどとんでもない話で，

一日一日をζなして行くのがやっとの有様だった。

それに加えて夏に向かし、蒸し暑くなって行く湿気の

多い日本の気候は，物足りないほど涼しく快適であ

ったドイツの夏でこそ懐しく思い山されはしたもの

の，やはり久しぶりという乙ともありなんとも耐え

灘し、ものであった。夏休み前の授業が終わったi時に

は学生時代ICはついぞ味わった乙とのないような独

特の感慨があった。

夏が過ぎ秋が来るともうとれで一段落ついたと思

った。週末など奈良や京11131ζでも足を伸ばそうなと

という考えも頭をもたげる余絡もでてきていた。そ

れがとうした乙とか何かのはずみに腰をひねってし

まい，少し大袈裟な言い方をすれば起居も不自由な

まま冬を迎えてしまった。 しかし乙の腰痛はショッ

クだった。朝起きたとき腰が曲がらないなどという

不様な自に合うなど想像さえつかない乙とだった。

乙の時以後，阪急六甲から教徒部まで学生にまじっ

て歩いて殺っていたのをパスlζ切り換えてしまった。

そしてどうやら乙の腰痛が新しい生活に馴染むため

の段後の通過儀礼だったらしく ，それ以後.Iヨ分の

専門の{十'sを)]111とすれば記憶に強く技っているζと

鍛治哲郎

新任教官の貨とやらで，自分を紹介しなさいとの

乙とです。乙れは仲々，術のいる乙とだわいと内心

恐れています。と申しますのも，自分以外の余人を

紹介し仲介するのと異なり，自分を紹介するつての

はとどのつまりは，自分の姿を相手の邸前iζ曝して

ゆく乙とを旨とするのではなし、からでしょう。そう

ではなくて，自分を相手IC増々わかりにくくさせる。

自分で乙れ乙そはと信じておるものを培々相手の自

につきにくくする。そこに乙そ自分を紹介するって

行為の隠されたねらいがあるように思われるからで

す。それは，言ってみれば自分のまわりに一種の煙

幕を張りめぐらす乙とでもあるのでしょう。ですか

ら，要は見事な煙幕が張れるかどうか。 一目で見彼

られてしまわないような，奥ゆきのある，それでい

てしっとりとした煙幕が張れるかどうか。そ乙が，

およそ苦心のしど乙ろでもあり，腐心の要でもある

のでしょう。

要は，乙れらがおよそ技の問題であり，技術の問

題であるとゅう乙とです。そ乙では，確かに奥ゆき

を感じさせるイノレジォニスティクが発偉させられま

すが，それは文字通りの幻想、過尽に過ぎないのでし

ょう。すべてが，印象。知覚lζ還元され一一 つまり

常に受動的なわけでして， しでもう一歩踏み出し

てその奥ゆきの尽きる果て，まさにその奥には何が

あるのかつてのをのぞいてやろうとゅう好奇心にま

ではゆきっかないのでしよう。

正直申しますと，乙の奥ゆきとか，あらゆる額類

の「向乙う側J(]enseits)とか一 一般に「接出ζは

見えなくてそれでいて乙う全然無縁でもない分だけ，

手IC触れてはみたいけどなぜかそれもはばかられる

ようななlζものかーー乙ういったものは，僕，苦手な

のです。そこはかとなく潔ょう神協の香り，ぼんや

りと取り巻くアウラの層，そういった思わせぶりは，

苦手なのです。乙れらが共同幻想、の領威に来臨され

ると.iなにやら教」として打ち立てられ，一方，

個人幻想、の領主主iと侭えられると近代的 「自我J.人

格として結晶化してくるのかも しれません。

僕が少しばかりかじってきた，フランクフルト学

周辺の一人，ヴァノレター。ベンヤ ミンの言をかりれ

ば.iくたばれアウラノ」といったと ζろでしょうか。

唐突に大声をはり上げてしまいました。

前々から不思議に思っている乙とがあります。 l作

句:10凡に1'IIIFηι来るまで東京lζいました。そ乙で，

何人かのゲノレマニストiζ会ったり，洞飲んだり，い

の数は徐々に少なくなって行く。 I時は比較的スムー

スに流れ始めた。そういう中で二年自に担当すると

とになった二課程の綬業の乙とは，佼の校舎にそ乙

だけ日月るく燈が鯨やいている教室のように振り返る

と心に鮮明に浮かんでくる。殊iζ冬場は人教も少な

い教室で六甲おろしに振える窓ガラスの音IC抗しな

がら学生教師ともどもストーブの近くに寄り集まっ

ての授業だった。今年，組合の仕事で夕食を六甲台

の食堂でとるととがあるが，そういう折， 当時の学

生と一寸した挨拶を交わすのは心.fI1むひとときであ

るとともに，去る乙とが決まった身には申し訳ない

ような思いもとみあげ、てくる。

神戸を去る話がもち上ったのは去年の夏前の乙と

で，何かの用で神戸から出て戻ってくると我が家に

帰りついたと安堵し，街が自分の衣服のようIC身lζ

合いjl:lしたと思われ始めた矢先の乙とであった。し

かし一日.去るという ζとになると街はまた少しずつ

退いて行く。そして近付いてくる三度目の春にも ζ

の土地はまた最初に訪れたあの時のような表情を浮

かべるのであろうか。初めての職IC就き全く知らな

い土地で過こ した三年間だった。そういうζ とがな

ければ而立を過ぎた者にはただ速く過ぎ去るだけの

短い歳月だったであろう。そう思うと随分賛沢な三

年間だったと思う。勿論，私にとっては?を沢な日々

だったが，快く迎えて下さった方々ICは慣らすζ と

に骨の折れるだけの日々で，迷惑ばかりをかけて去

る乙とになってしま った。も しかすると身勝手がで

きる最後の時だったのではなし、かと言い訳にもなら

ない言い訳を考えながら谷めいてくる六甲の山々や

街を桐済まないような思いを懐いてながめている。

(独語)
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ろいろと、まあ騒いだりしたものでした。そんな時，

同世代の者ですと，大低，音楽が一度は話題にのほ

るのです。その事自体でI況に，互いの話題の乏しさ

を暴露してしまってるわけですけど，更に篤ろいた

乙とに，皆さん口をそろえて語りwすのが，ワーク
ナーとかモーツアル トとか ・…そういった，とても

偉い人たちばっかりなんです。そんなのを聞くと，

ほんのりイイ気分でカウンタ -IC寄りかかっていた

僕なんぞは，なICかむに気恥かしくなってしまって，

ツッと背すじをのばしてしまうのでしたし，それだ

けならまだしもなのですが，始末の悪いことに，さ

きほどまで傍にしんなりと寄りそっていてくれた僕

の酔いまでもスッと席を立っていってしまったもの

なのです。東京は面白い街でしたし，幾人かお会い

した7 ニス卜諸氏も随分とイイ人でした。だけれと

も，彼らの問iζハシカ{恨みに慢延している乙の「独

文学者クラッシック。 トレードマーク熱」は実際な

んとかならんもんでしょうか。なぜなら，音として

聞く限りでは，凡百のクラッ:/ッケ「音Jよりも，

ずっと生きてもおり，しっかりと近いと乙ろに足を

踏んばってもおり，それでいてずっと速いと乙ろま

で翼を伸ばしてもいる音は随分とあるのに。

最近では，乙んな，iilill"が11¥している荷に説き伏せ
られていると乙ろです。グレース oジョ ーンズ+坂

田明。リッ プ o リッ グoアンド oバニ yク+ドン。

チェリ ー.111 F洋輔，めんたんびんの・80.10月コ
ロンビア。スタジオで収録した 「ブギ。卜ゥ。ュー(

Bo 0 g i e lo yo U ) J .それに忘れてはならない佐々
木忠、Ji.の所の塊。

一体，神戸では音の嵐はどんなものであろうかと

期待し，心はずませております。興味ある方は，是

非御一報下さい。 (独語)
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一新任教官紹介で

サイバネティクスと体育

毎朝，パスを降りて陸橋を渡る!時，必ずー度は海

の方へ視線を向ける。なぜなら，海I街が朝日を反射

して，まるで銀盤のように輝く日があるからだ。そ

の光は思わず目を細めてしまうほどにまぶしく ，鋭

い。そんな日はちょっと嬉しいような，何とも言え

ないさわやかな気分になり， D棟への足どりも軽し、。
大阪生まれの大阪育ちである私には，日常生活の中

で海を眺めることなど全く有り得ない乙とだったし，

大学もまた，青垣乙もれる古都，奈良にあったので，

学部，大学院と 9年近くの間は山を眺めての日々だ

った。

奈女大では文学部の中K体育学専攻があり，文学

部で唯一の実験系講座である身体運動学講座に籍を

あいた。実験準備室には大工道具をはじめ，電気・

電子部品がずらりと並びs いったい何屋を始めるの

かといった様子だった。いさ実験計画が決まると，

薄汚れた白衣iζ身を包み，右手Kの乙ぎり，左手に

はカナズチという出立で実験装置作りが始まる。乙

うしてーから実験iζ取り組めた ζとが，研究の道へ

進む契機のひとつKなったのかもしれない。

身体運動学を勉強するようになってから，人間の

運動の素晴しさに気付くようになった。人はほとん

ど無意識K，いとも簡単K歩く， しかし，歩行動作

は脚の筋活動だけでできるような単純なものではな

いη その証拠K，人間と全く同じように歩けるロボ

ットはまだ開発されていなし、。しかも，人聞は歩く

だけでなく，走り，跳ぶ。ましてスポーツにおける

身体運動はもっと復維で高度だ。拶11をあげると，バ

スケッ トボールでは，高さ 3m，直径45cmのリング

κ直径24c市のボールを敵の防御をはずしながら入れ
るという困難な作業を行なわねばならない。野球や

テニスでは，時速100km前後の速度で飛んでく るボ

ーノレを直径約6cmのパットやラケットで白分の思っ

た方向K打ち返す。器械体操，フィギュ アスケート

…巴tc神技とも思える動作が各種スポ ーツK見られ

る。いずれも，初めは至難の技だが，練習によって

その技を獲得する ζとができる。しかし，同じ練習

をしてもすぐに上手になる人，なかなか上手lζなら

ない人というように必ず個人差が山てくる。

一般に，スポーツや何か体を使って行う作業に優

れた人を評して「運動神経がし、し、Jと言う。 1運動

神経が"，、Jという表現の中には， I器用だJ，Iカ

ンが良いJ，1のみ乙みが早い」といった様々な意味

が含まれている。しかしながら， I運動神経」とい

河辺章子

うのは，正しくは神経系を構成する末梢神経の一種

で，その性質は人間ならば誰でも同じである。一般

に言われるような運動の上手，下手を決めるような

大それた能力は持っていない。正確に言うと，運動

の上手 ・下手は「運動神経」で決まるのではなく，

運動神経に達する脳からの指令によって決まる。

また， Iスポーツは体で覚えるものだ」とよく言

われる。乙れも運動神経の場合と同様，体の筋肉や

腿がその運動を覚えるわけではなく，すべて脳で処

理され，記憶されている。乙のように人間の運動は

すべて，脳・脊髄など神経系の働きによって引きお

乙され， コントローjレされている。

乙のような観点から，私自身としては，サイバネ

ティ クス(通信制御理論を生物の運動制御機横にま

で‘}敷市したもの)的な立場に立って，人間の運動の

巧拙をきめる要因を，主として神経的調節機能の面

から見ていきたいと考えている。

乙とわざに「下手の績好き」と「好き乙そ物の上

手なれ」というのがある。乙の二つは全く相反する

意味を持っているが，私流の解釈では，乙れらは学

習(練習)という課程を経る乙とによって互いに近

付く乙とができると考えている。例えば，ある人が

生まれて初めてテニスをしたとしよう。ラケットを

振ってもボーノレIC当たらなし、。当たっても思った方

向へ飛んでいかない。しかし，何かが面白いとその

人が感じたとする。面白し、からテニスが好きになる。

始めは「下手の償好き」と噂されるだろう。でも好

きだからラケットを握る機会が増える，練習をする。

当然腕前はとがる。よりいっそう好きになって上手

になる(もちろん，ボノレクGやマッケンローのような

技を身につけるのはかなり困難だろうが)。そ乙で

人が見れば， I好き とそ物の上手なれjという訳で
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ある。つまり，下手であっても好きになる乙とが上

逮する第一ステップであると言えよう。

世間では，運動嫌いの人が少なくない。なぜi運動

嫌いかというと，自分は下手だから，運動神経が悪

いからと理由づける。先にも述べた通り，運動神経

K良い，悪いの差などないし，まして始めから上手

な人は誰もいなし、。誰でもみんな， 下手から始めた

ということをJitlK筒いて，是非，下手の横好去にな

ってもらいたいと思う。(もし，いつまでプこっても

下手の横好きのままであるならば，それは努力が足

りないか，練習の仕方が間違っているかのどちらか

だ。)運動する乙とを好きになる手助けをする乙と

も，体育教師としての大事な役割りのひとつである

と考えている。(保健体育)

私は神大卒業生

間平日44年，全国的規模lζ鉱がった大学紛争は頂点

iζ達し，東京大学では安田講堂攻防戦が繰り広げら

れた年の 4月ε 私は晴れて神戸大学に入学いたしま

した。入学試験すら大学のキャンバスで行う乙との

できなかった頃の乙とですから，学外で催されるは

ずであった入学式は，案の定，当日になって中止とな

り，入学式の経験のない大学生となった次第です。

その上，半年間ほと自宅待機となり，大学を 3年半

で卒業した貴重な経験を持つ乙とlζなりました。

大学のキャンパスは，全共闘の学生lζ占拠封鎖さ

れてはし、ましたが，幸い学生であった私は，封鎖内

lζ入る乙とができました。そ乙で，自宅待機中も毎

日大学に出かけ，新入生む皇絡を取り合って集まり，

全共闘の学生と何回も議論を戦わせた乙とを覚えて

います。理想、と現実の差の大きい乙とに驚いたのも

乙の頃ですが，人聞にとって本当に思想、とするもの

は何か，を真剣に考えたものです。講義再開後も紛

争は続き，講義は全共闘とその支持者達iとより討論

会に変えられ，講義続行支持であった私は，彼らと

正面から対決した乙とが，何回かありました。

以上の乙とく，私の大学生活は，私自身の精神的

にも，環境的にも，紛糾の中から始まりました。と

は言っても，生来の楽天家(?)である私は，未確認飛

行物体を取り扱った論説を教材にした，前野先生の

英語の講義のレポートの中で，同 UFO is U S 0 

(ウソ)"と結論づけたり，課題の似かよった社会

学と哲学のレポート K，全く同じものを提出して，

両方とも合格したように，教養部生活を適当lζ楽し

みました。現在百余人の会員を擁するバ ドミ ントン

同好会は，学生生活をより楽しく充実させる為lζ，

2年生の時K，友人と共iζ合1/ったものです。

神大の大学院修士課程修了後，大阪市立大学の後

期博士課程lζ進みました。私の所属した市大の研究

室は，神大の研究室と協同研究を行っていましたの

で，市大花'宇中も， しばしば神大に来ていました。

原俊雄

そして市大在学中に，日米科学協力事業としての高

エネ jレギ一物埋学実験に携わり 9ヶ月間，カナダ

とアメリカで生活しました。乙の時ほど，自分の語

学力の無さを痛恨させられた乙とはありません。私

は，高校以来英語が苦手で，英語なんて学問ではな

い，と勝手に納得していたのですが，英語を話さな

ければ何一つ仕事ができない国(もっとも，カナダ

は仏語でも通じる)での生活は，私が心の奥底iζ押

し込めておいた劣等感が頑を持ち上げ，初めは失意

の日々でした。しかし，カナダ，アメリカの良き友

人iζ恵まれたζ ともあり，立派に仕事を為し遂げた

と，今では自画自賛しています。

現在，私が行っている研究は，大阪市大の頃から

継続して行っている新粒子の寿命の測定実験です。

物質を構成している基木粒子は，クオークと呼ばれ

ていますが，その4番目のクオークで構成されてい

る新粒子(チャ ーム粒子)の寿命その他の性質を調

べています。乙の研究は，ドl本，アメリカ，カナタ，

韓国の4ヶ国の共同で行っていますが，アメリカの

フεルミ研究所の巨大加速器を用いて，チャーム粒子

を生成させ，原子核乾板と電気的検出器を使って，

その崩擦を調べる実験です。 私達日本グループは，

原子核乾板の製作，実験，解折を担竺lし，現在，flH
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学部と教養部において，解折を行っています。新粒 と思っています。

子の飛跡を実際lζ御覧になりたい方は，一度御越し 最後fC，乙の紙面をお借りして，教長部教職員の

下さし、。

以上が，私のt1fl大入学以来の略歴ですが，ある先

生が私に 「その大学を卒業した教育は，責仕が重い。」

と仰った乙とが，印象fC銭っています。東京大学の

ように，卒業生で教官の大半を占めている大学とは

違って，神戸大学の場合，様々な大学の山身者で教

宮を構成しています。その中で，学生として神戸大

学の教育と研究を見て来た教官は，多くは居ないで

しょう。そ乙で私は，大学:紛争以来の神戸大学を，

学生として見て来た経験を生かして，教育を大切に

して行きたいと思っています。そして，神戸大学で

受けた教育をもとにして，研究にがんばってい乙う

バドミントン同好会への勧誘をさせていただきます。

乙の会は以前から活動して来ていたのですが， ζの

!交再編成して，私がコーチ役を行っています。月曜

日から金曜日までの昼の休憩時iC，第二体育館で活

動しています。使い古された諺ではありますが，健

全なる精神は健全なる身体iC宿る，と言われていま

す。週一回でも運動する ζとは，精神的にも，肉体

的にも良い ζとは言うまでもありません。バドミン

トンは，本格的lζ行えば，大変激しいスポーツです

が，気軽にできるスポーツです。老若男女は問わず，

都合の良い日に，気軽に御参加下さし、。そして，自

分に合う程度IC体を動かしましょう。(物埋学)

American students are "grade conscious" to a fau!t. They pursue high grades with a vengeance. Sometエmes

they do 50 in the respectable manner--i.e.， through hard work and serious study; often， however， they do 50 

by relent!essly challenging the professor' 5 assessment of their performance or by persisting in a cloying 

豆諸旦旦旦tum旦i旦益竺笠旦坐旦!!!.--i.e.，through a desperate appeal for pity and sympathy. The reasons underlying 
this acute grade consciousness are， undoubtedly， dエverse. For some， it may be a matter of pride or competi 

tive spirit; but for most， 1 think that工tis a matter of one of two concerns: (1) survival; and (2) post-

undergraduate education. 1 shall comment on each in turn. 

1. 主立主旦主 Considera student in her second semester Junior year. Cal1 r.~r Grace. Thus far， Grace 

ha5 been doing average work. That is， her grade point average (GPA) i5 2.0 on a scale of 1 to 4. It 1s now 

we11 past midsemester and， of the fi"e courses in which she is current1y enr011ed， it is c1ear that she wi11 

receive an average grade in three and fa11 a fourth. Now it is a matter of surviva1 for her to receive an A 

in the fifth course (5ay， a course of mine in phi10sophy): if she receives any grade 1ess than an主， she wi11 

be dropped out of the university. Grace may be we11 advised to forego the Friday night beerbusts， take out 

her phi10sophy books， and burn the midnight oi1. But， of course， if her performance to date was be10w par， 

this may not be a live option. At this point， if Grace were an atypica1 student， she wou1d live up to her 

name and gracefully accept her fate. On the other hand， if she were a typical student， she would e1ther 

(i) try to convince me that my grading standards are unreasonable or that my assessment of her work i5 1n 

someway distorted; or (ii) appeal to my sense of pity and ~且 for a reassessment of her work or for perm工ssion

to withdraw from the course without penalty. 1t is not 1工kelythat Grace will succeed in either case. 

2. Pos t-undergraduate坐盟主主旦・ For many students， a Bachelor's degree 1s not the end of the academic 

track. Students think in terms of going on into post-undergraduate education--for example， to a graduate 

school in their major area of study or to some professional school such as law or medic1ne. (Of course， these 
students are not the bare survivors like Grace in the case discussed above.) Some plan to go on to do 

graduate work immediate1y upon complet1ng their undergraduate studies; many， however， think in terms of opening 

up an opt10n to go in the future should they decide to do so. 1n either case， given the highly competitive 

nature of graduate school admissions， it is essential for the student to complete her undergraduate studies 

G島生DECONSC IOUSNESS with a high GPA. 

Yutaka yamamoto 
A final note. In my opinion， there 1s some connection between this grade consciousness and the recent 

phenomenon known as "grade inf1ation" in higher education. Throughout the country， the GPA has been on the 

rise. 1n the past decade or so， the average grade assigned has moved from a middle C to a solid B. One 

10gically possible but highly improbable explanation is that the students are simply getting 5marter. A more 

likely， albeit partial， explanation is intimidation. What 1 mean is this. Toward the end of each course， 

5tudents 5ubmit anonymous evaluations of their instructors. These evaluations carry 50me weight when the 

instructor is being considered for promotion and/or an annual 田 ritincrease in sa"lary. One study showed that 

students who had a low course grade average at the time of the evaluat工onconsistently submitted low evalua-

tions of the in5tructor. 1n short， there was a high correlation between bad grades and bad evaluations. (One 

should not find this to be very surprising.) Given this correlation and the use of these evaluations in 

considerations of promotion and salary， one can readily understand that an instructor (especially a junior) 

may be strongly tempted to ass工gnhigher grades. And 1 would not be very surprised if many instructors 

succumbed to this temptation. 

者 Ifanyone is wondering about the use of the feminine pronoun， 1 use it on1y to avoid the wrath of radical 
feminists. They have moved many writers to use the "hェs/her"constructioTI; but 1 find that construction 
to be TIot only awkward but annoying. My compromise is simply to use feminine pronouns to match the indefinite 

1t was suggested that 1 write a short commentary comparing Japanese with American university student5. 

Given my 1imited experience with the former， however， 1 doubt whether 1 cou1d make any definitive statement5 

without committing the fal1acy of "hasty genera1ization". Thus， 1 will s1mply comment on one prevalent 

attitude among university students in America--viz.， their attitude toward grades. A reader may draw her" 

own compar工sons if 50 moved. 
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一特集ー

教養部教官の研究内容紹介

教養部は百五十名余りの教官がそれぞれの専門を深く究めつつその知とあ

るべき生との連関について常に思索をめぐらせていると乙ろである。 ζのた

び広報委員会では全教官iζ各自の専門分野についてと招介下さるようお願い

したが，原稿を頂けたものについて以下に掲載する。乙の中lζ興味を覚える

テーマ、深く学びたい分野が見つかれば、一度研究室の扉を叩いてみる乙とを

お薦めする。

歴史学 題lζ取り組んでいる。皆さんの家や知りあいのお宅

iζ，おじいさんなどの日記や史料などがあれば，是

キ圭三長男 非教えていただきたい。

昨年 11月末，誠文堂新光社より 『ノfリ・コミュ

ーンの老人と若者と』と題する新著を出版した。乙 哲学・倫理学・芸術学

れはジャコパン的革命家の老ドレクリューズと正規

軍士官から革命側IC加担した青年ロセルというこ人 田口 寛治

の対照的なコミューン指導者の出合いと交流を通じ 「人間とは，どのようなものか」を哲学的にとら

てコミューンの現代的意味を聞い直そうとする意図 えようとする哲学的人間学。とくに人聞を，宗教と

から書かれたものである。

私は岩波新書 「ノマリ・ コミュ ンJ(1971年)

でコミューンの通史を書き，教育社歴史新書 『バリ

.コ ミューンーバリが燃えた 70白J(1981年)で

第一インターナショfナノレを中心とする組織の問題を

取り上げた。今度は主の人間個人を描きたいという

気持を前から持っていた。乙れが誠文堂新光社の依

頼に直ちに応じた動機である。次は研究史を主体と

する学術論文集の出版を構想している。それまでコ

ミューンについて自由に書ける時代が続いている乙

とを念じながら。

安井三吉

抗日民族統一戦線の形成とその展開，解放区建設

の具体像，新民主主義革命の浬論の形成過程などを

中心とした日中戦争の研究が当面の課題。その他，

中国近代史における少数民族の問題，孫子と神戸に

まつわるコマコ7 とした乙とにも関心を抱いている。

須崎 慎一

日本の近・現代史。とくに，大正 ・昭和戦前期の

政治史 ・民衆史。乙の時期の史料は，江戸時代以前

の史料にくらべて格段と組略にあっかわれがちであ

り，かっ情二報公開も全く不十分である。しかも私が

みたいような史料が刊行されるとべらぼうな値段が

ついている。そうした<悲観>的状況のなかで， 各

地を歩き，中央 ・地方の行政文書や， 旧家などにあ

る文書(自記などを含めて)をみながら，現在，日

本の近 ・現代史を自分なりにJ湾総成しようという課

の関連で考えてみたい。その宗教も， I宗教一般」

というような抽象的なものではなく，ユダヤ教，キ

リスト教，イスラム，仏教など，現実の世界宗教と，

その信仰のもとで生きる人たちの精神生活はもとよ

り，政治的，経済的，さらには日常的な生活との関

連において， I人間」というものを究明してみたい。

乙れまで専攻としてきた西洋哲学史をも，以上のよ

うな観点から，もう一度，根本的IC考えなおしたい

と思っています。

山本道雄

最近は次の3のテー71ζ関心が集中している。

(1) 現代論理学および科学哲学

(2) カント哲学およびドイツ観念論(とくにへー

ケPノレ)

(3) 比較思想、史

宗像 恵

西洋近世の哲学の歴史を手懸りとしながら，広い

意味での合理主義を問題としている。乙れまでに主

として検討してきたのは，狭い意味での所謂十七世

紀大陸合理論，デカルト，スピノザ， ライプニッツ

の思想であるが，乙れに対立させられる，ほぼ同時

代から十八世紀にかけてのイギリ ス経験論の思想の

流れ，特にそのひとつの到達点で、あるヒュームの懐

疑論にも関心を寄せている。古典的合理主義の依拠

した神的人間知性lζ対する，乙の自然主義的観点か

らのヒュームの批判の先K，現代lζ問われる合国性

は存すると思われるからである。
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水野和久

ヨーロッパの近代哲学とくに現象学の研究。それ

に基づく人間科学基礎論の構築。乙の研究の顕著な

方法として考えられるものは次の通りである。第ー

に，ヨーロッパの近代哲学が，知識の論埋的かっ因

果的客観性を基礎づけるための哲学的原埋を人間の

主観性のなかに求めた乙とと，近代的自由の根拠を

人間の自然的本性のなかに求めた ζとにたいして，

批判的に反省することである。第二に，乙の反省、は，

1 938年に没した哲学者フッサ-)レの創設した現象

学的方法によってど乙まで徹底せしめられたかを，

現代哲学の課題という視点から分折することである。

そ乙から明らかになる哲学的傾向の一つは，現象学

的方法は，その徹底化を通じて解釈学的方向へ乗り

ζえられる必然性を含んでいるという乙とである。

解釈は，言語表現と人間存在との関係のなかで成立

する人聞の基礎的現象である。したがって，人間科

学の基礎を築くためには，まず解釈現象を言語的側

面から解明する必要がある。表現の現象学K現代哲

学の導きの糸を見出そうと試みているゆえんである。

倉沢行洋

私の研究の過去，現在，将来ー 私の研究者として

の出発はニーチェからでした。京大哲学科の宗教学

講座で，西谷啓治，武内義範両先生の指導を受けな

がら，卒業論文ではニーチェの 「権力への意志H背
後世界」の思想と取組み，修士論文ではニーチェの

「永劫回帰Jについて考えました。博士課程lζ入っ

てからはショーベンハウエノレの宗教諭と芸術論を研

究しました。ニーチε やショ ーペンハウエノレを研究

するのと並行して，久松真一先生の薫陶のもとに縛

と神芸術lζ関心を寄せ，実際に禅と茶道の修行もし

ました。大学院時代にはまた，久松先生の招介で神

戸大学の小林太市郎先生の知遇を得，芸術の理解の

仕方や芸術研究の方法について，強い影響を受けま

した。やがて先生は，私を神戸大学へ招いて下さい

ました。

神戸大学へ来てからは，引続きニーチ 4 やショ ー

ベンハウエノレを研究し，また新たにゴヤの研究fL手

を染めたりもしていますが，いちばん力を注いでき

たのは，日本の，特lと中世から近世にかけての芸術

を，思想と表現の両面から研究する乙とでした。そ

の成果のーっとして，乙のほど『対極桃山の美』

という著書を刊行しました。 r芸道の哲学一日本の
芸術思想研究』という本も近く出す予定です。

乙れからも，日本の芸術を，思想と表現の両面か

ら研究する ζとを軸Kしながら，平IJ・漢 ・津，市 ・

今にわたる広い視野と関心を持ち続けて行きたいと

思っています。

文学

山崎 馨

私の専門分野は上代文学および上代語学ですが，

近代歌人の会津八ーにも関心を持っています。昨年

1月-12月IC活字になった拙稿を列記します。

o r古代和歌』ほか数項目-r国文学研究書目解題』
(東京大学出版会)

o I長意吉麻呂」ほか数項目- r万葉集歌人事典』
(雄山閣)

o寓葉の柳- I甲南国文J29号(甲南女子大学)

o飛鳥紀行-I国文学J4月号(学燈社)
o Iかはづ」ほか数項目- r万葉の歌乙とば辞典』
(有斐閣)

o越智野と二上山- I明日香風J2号(飛鳥保存財

閉)

o八釣の里- I明日呑風J3号(同上)

o竹田の庄- I明日香風J4号(同上)

o雲梯と畝傍- I明日香風J5号(向上)
0会津八一の歌碑(5 )から(11 )まで- I奈良

県観光J30 2号， 304号， 307号， 308号，

309号， 3 10号，313号。

一海知義

放翁詩万首一首{直千金

量が質IC転化する，という乙とばがある。詩人の

場合も，多作が度をすぎると，その作品群は一定の

質的変化をとげる。正負両面での転化がある。中国

宋代iζ珠玉の詩作品をの乙した陸続(放翁)は，そ

ういう詩人の一人だ。現存する詩一万首。

階級的矛盾と民族的矛盾のもとで，抗いながら生

きた乙の詩人の全作品を，私は20年前lとひと通りか

け足で読みおえた。そして一昨年来，河上肇 『陸放

翁鑑賞J (岩波書庖)の校注の仕事を契機として，
乙んどはゆっくりと読みなおしている。

読みながら質的転化の秘密と成果を探りたいのだ

が，それを書くために読むのは，やめたいと思う。

しばらくは，ただ読んでいたい。そしてそれが終っ

たら，私の本来の仕事，最も寡作な詩人の一人陶淵

明の研究IC，もどれる乙とを，楽しみにしている。

堀 信夫

専門は俳譜文学，特に芭蕉および蕉門の連衆の研

究が中心。従来の芭蕉を基準にして他の俳譜自i!iや俳

請文学を評価する研究態度には批判的。そんな偶像

化された芭蕉を相対化し，一人の俳講師として文学

史の中K正しく位置づける乙とが必要であると考え

ている。また，俳諮は滑稽であるという原点K立ち

もどって，俳講研究の四大支住として「滑稽 ・道化
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師J11王者 ・風狂精神J1数奇 ・季題意識と歌枕観」

「遊び ・反俗性Jをとりあげ， f~下請史の再編成と芭

蕉像の変革lζ取り組んでいる。特に最近では近世初

期における江戸儒林の文学作品や，大名 ・旗本達の

文化活動が，芭蕉の風狂精神 ・文化意識と密接な関

係iとあった乙とを論証すべく，江戸初期文坦の研究

に専心しているの

法学・政治学

竹中 勲

研究課題『基本的人権の意法的保障とその限界に関

する個別 ・具体的検討』

個別的研究諸課題を以下IC例示する。

(1]日本国憲法13条の個人主義原理ないし個人の尊厳

原理 (ζの根底には立憲主義原理が存在する)の

観点から，日本国憲法の人権保障諸規定を体柔的

iζ把握すること。主IC，(i)自由権の内在的制約(ま

たは外在的制約)の正当化事由を究明し，(ii )自

由権(消極的権利)と社会権(積極的権利)との関

係について分折する ζと。

CIIH、わゆる行政国家とも称せられるに至っている現

代国家における行政の現実(我々の生活のほとん

どすべての分野iとみられる行政的介入の現実)に

ついての認識を前提として， (i )し、れば公的領域

(公権力Kよる介入の正当化根拠が肯認される分

野)と私的領域(公権力の介入が正当化されず，

諸個人の自律に委ねられるべき分野)との識別の

現代的意味を検討する ζと，および， (i i) 1人権保

障規定IC照らした，行政権の法的コ ントロールの

理論を創造する乙と。

佃〕最後に， ((l)，[Il)の基礎をなすものとして)，日本

人の法的思考様式の特質，法・規範・人権iζ対す

る考え方の特質について検討する乙と。なお『社

会科前特講』では，個別的テー"7(ex.f環境権J，
「平等権J，1教育IC関する諸権利J，1苛法権」等〕
について，特iCillの観点からの検当が行なわれ

る)。

中村五郎

本学では政治学(教養部)，行政学(法学部)，自

治体論(文化学研究科)の講義を行なっているので，

政治，行政の広範な諸開題lζ関心はあるが，目下研

究は現代国家の官僚制の問題に限られている。

現代国家は，行政機能の広大と専門校術化のため

に，おのずから中央集権化の傾向にあるが，その場

合，立法部対行政部および中央政府対地方政府の関

係における変化が重要な観点となる。したがって，

当面の研究焦点は，現代民主主義国家における政治

と行政の関係，ならびに中央と地方の関係にあると

いえる。

経済学

向井利昌

「経済と社会との関係の理論的分折」 乙の一見

平凡にして多難なテーマを，わたしは学生時代より

追求しつづけてきている。 1一筋の途」などとオー

ノぐーな乙とをいう気持はないが，未熟で無力なわた

しにとっては，永遠に未完成のライフ ・ワークとい

えよう。わたしの主要な研究領域は，現代の変質的

発展傾向にある資本主義経済と新しい変容状態にあ

る階級関係との関連性の考察であり，とくに 1970

年代以後動揺と混乱の状態にあり，従来の伝統的経

済理論では説明が困難なさまざまの異常現像(たと

えば，不況期の物価高である sta耳flation)を出

現させている「不確実性の時代Jの経済現像のあ

り方を，国家の政策と結びついている階級的勢力の

考察に関連づけて解明する ζとを乙 ζろみている。

拙著 『現代資本主義と階級J (経済社会学叢書2，

昭和52年，新評論)を刊してから，それについての

再検討と補充の仕事をつづけているが，二年位前か

ら，みずからの視野を拡大する一助として，文化人

類学と生態学(エコロジー)の研究に関心をもって

いる。まさに，究埋の途は遠くけわしいが，微力の

身IC鞭打って，たどたどしい歩みをつづけるほかは

なく，それがわたしに課せられた宿命的課題かも知

れなし、。

ひたすらにわれふみ越えん髪白く

なれど真理の峯仰ぎつつ

戸上

乙乙10数年間，研究しているのは「イングランド

初期の貨幣史」である。少し説明すると，まず，イ

ングランド初期というのは，イギリス史でいうと ζ

ろのアングロ・サクスン時代，すなわち，アングノレ

族，サクスン族などゲノレマン人諸部族がローマ領ブ

リタニアへ侵入してきた 5世紀頃から， 1066年の

ノル7 ン征服にいたるまでの約 600年間をさす。し

たがって，乙の時代，イングランドで，いかなる種類

の貨幣が製造され，どの範囲K流通し，どのような

働きを，当該社会 ・経済のなかで果していたのか，

確かめる作業をつづ、けているわけである。ただし，

乙の時代の貨幣史を研究するためには，利用可能な

記述的史料がきわめて乏しく，古銭学の成果を活用

する以外に問題を解明する手立てがなし、。そのため，

経済史(貨幣史)と古銭学とのこ足の草鮭を履きつ

づけている始末である。もっとも，以上の事柄は，

教養部や学部段階での授業内容とは一切関係がない。
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夏目 隆

近代経済学を positiveanalysisとnor-

mative analysis とに分類した場合，後者の規

範性を「厚生乃至福祉 Welfareの増大」という観点、

から規定したのが厚生経済学にほかならなし、。その

内零は大別して，長適条件論，最適化メカニズム論p

厚生基準論となるが，私の現在の研究課題をあげれ

ば， (1)最適条件の勤学化， (2)最ー適化メカニズムとし

ての経済機構(特に価格システム)への政治機構の

統合.(3)厚生半Ij断の基準における成果基準(効率基

準と公正幕準)IC対する過程基準の関係，を明らか

iとするという乙とになろう。

社会学

大野道邦

継続的な研究テーマは，フランス社会学説の内在

的 ・埋論的展開を， 1シンボノレの構造と機能jという

問題の文脈で辿ってゆく乙とである。社会学の領域

ではシンボノレの問題はつぎの諸点を中心として扱わ

れてきたと思われる。(1)直接的な環境ともっぱら固

定的IC直結する動物レベルのシグナルとは異なり，

シンボルは「乙乙」や円、まJを越えた一般的な「意

味世界」を表象するコミュニケーションのメディア

であり，それゆえ司有IC人間的なものである。 (2)

「意味世界」は自然的な所与ではなく，社会的約束

事，すなわち社会制度として成立し，社会成員は制

度化された意味システムの「拘束」のもとでコミュ

ニケーション活動をなす。 (3)制度的意味システムは，

ユニークな個人の一回起的な創造であるというよりも，

無数の人々による持続的な集合的生産の結果である。

以上のような， シンボノレの「人間性J，I制度性J， 

「集合性jの諸持性ζそ， A. コント， E.デユノレ

ケーム， c レヴィ=ストロースを典型とするフラ
ンス社会学の伝統の中で，重点的lと追究されてきた

問題であると，考えられる。

上の継続的テーマの一環として，現在の課題は，動物

性から人間性への連続的展開の中iζゾンボノレないし人

為的記号を位置づけようとするコン卜の試みを明らか

にする乙とである。なお， ζうし、ったコントの進化論的

記号理論は「人間精神の歴史的展開 Jというかれの

壮大な社会学的テーマの一部である。したがって，1人

間精神の無意織的棒造Jを記号学的に分折しようと

するレヴィ=ストロースの試みとコントの試みを比

較検討する ζとも今後の課題となってくるだろう。

地理学

田中真吾 氷期の地形とその形成作用

現在から 170-1万年前の第四紀という時代には，

地球の表面は幾たびか寒冷な気候下にあった。すな

わち，氷期である。氷期ICは，植物や動物はもちろ

ん土地の形態一一地形も大きな影響をうけた。日本

では北海道や中部地方の高山の氷河地形がもっぱら

研究されたが，本州の低地，とくに酋南日本には氷

期の諸作用による地形はないものとされていた。

しかし，乙の定説はくつがえされるだろう。伊|え

ば兵庫県南半から西の，ある種の岩石地岐には，山

麓IC緩斜面がよく発達している。乙れらはベディメ

ント(岩石床)といわれ，古い，何時かある時期，暑

く乾燥した気候下での侵蝕作用によるものとされて

いた。しかし，乙れらの斜面が氷期における岩石の

凍結破砕iともとづく岩屑の推積によるものであると

とを目下，実証しつつある。そのほか，中国地方や

兵庫県下の 700-1000仇級の頂部にある平担地一

隆起準平原(六甲山頂もその一つ)でやはり寒冷な

気候下で形成される岩塊流 (Blockstrom )や岩海

(F巴ls巴nmeer)を見出し，調査している。いずれに

しろ，氷期の地形形成作用が広く西南日本の低地lと

すら及んでいた ζと，さらにその絶対年代，その形

成条件や形成機機の解明lととりくんでいるO

英語

松田実安巨

英国17世紀の詩人ジ)ン・ミノレトン(JohnMilton) 

について研究しています。ミルトンの生きていた時代

は，はなやかなエリザベス朝の文化からクロンウェノレ

lζ代表されるような秋霜烈日のピューリタン革命へ

と移り，更に1660年の王政復古を迎えた時代です。

主としてミノレトスD青年期の詩作品や，又アダム ・イー

ヴの墜落を扱った晩年の「失楽園J(Paradise 1ρs t). 

キリストによる「楽園j回復をうたった「復楽園J(P.羽田
dise Regained)とし、った叙事詩や，又「闘技者サム

ソンJ(Samson Agonistes)とし、った作品を研究

しています。又ミルトンはクロンウェノレの共和政府の

ラテン語秘書官でもあったので、クロンウェノレの政府の

正当性をラテン語でヨーロッパ諸国に訴えていますL

何しろ英国ではシェイクスピアに次ぐ大詩人であり，

又ラテン語でも多くの詩や散文を書いているのでラ

テン語も勉強しなければならず，今迄かなりミ ノレト

ンiζ関する論文も書き，研究してきたつもりですが，

いくら時聞があっても足らず，日暮れて道遠しといっ

た嘆きの毎日です。又一時代前のエリザベス朝の詩人

で 「妖精の女王J(The Faerie Queene)をかいたエ

ドマンド・スペンサー(EdmundSpenser)や更に時

代をさかのぼって「キャンタペリー物語J(The Can-
terbury Tales)を書いた14世紀の、ンェフリー・チョー
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サー(GeoffreyChaucer)を研究した時期もありました

か，最近は，もっぱら上述のミノレ トンの研究に忙殺さ

れています。

千葉兼太郎

巨視的にいえば，米文学の小説の展開の中iζ，ア

メリカ型のINatural ism Jと，乙れもまたアメリカ

型のIRomanceJとの相克を，歴止的にとらえてみ

fこいという乙と。

作家単位でいえば，Eo Hemingwayとのつき合

いが最も長い。現時点では，乙の作家Kとっての「実

存の無J (Nada)の多角的な意味iζ重点を置いて

再吟味している c

森 晴秀

研究内容 英語史，中世英語，文体論，英語小

説構造論，イ ギリス ・アメリカ小説史， 比較文学，

比較文化論。

関心をもっ分野 :日本の武道，茶華道，書道，日本

古代史，日本文学，絵画，古美術品，造園，鐙築なと一

即ち“Jackof all trades and masters of none;' 

風呂本武敏

小生の関心は大きく言って二つ。一つはAuden

Groupと呼ばれる一九三十年代の英国文学者の群れ。

他の一つはアイノレラン ドのW、B.Ye atsを中心と

したAnglo-Iri sh文学。前者は英米の Modern

Poetryの興味の中で特にW.H. A udenとその仲

間に焦点を当てているが政治参加と思想転向の問題

が大きい。 後者はアイノレラソド文芸復興とその後の

発展として面白い面と， 先の英米の ModernPoet 

ryの中の巨人 Yeatsへの関心が主たるもの。そ乙か

ら問題は近代の poeti c dramaの可能性， 'Last 

romanti'と自己規定したYeatsとロマン派の詩

人伝説の問題などが浮び上って来る。

米沢清寛

学生時代IL最も興味を持って読んだのは，EoM。

Forsterという英国の小説家(1879ー1970)であ

り，彼への関心は今日まで一貫して持続している。

彼の名前を初めて耳にしたのは大学二年生の深瀬基

寛先生の英語の授業においてであり，先生は日本で

は，殆ど読まれていないしかし優れた小説家として

彼の名前をあげられたのである。その後，吉岡健ー

が名著『英国の文学』の「現代」の項でまずForster

を取り上げているのを読んだ。出会いというのは恐

しいもので，乙の二つの乙とがなければ， Forste r 

k関心を持ったかどうか疑わしい。彼のどこが面白

いのか。ありふれた日常生活を錨くその優れた喜劇

的手法だけではさほど関心は持てなかったのであろ

うが，それにプラス して彼には，超自然的世界，不

可視の世界へのかかわりがあり，そ乙から「詩」が

生まれてくる，という点IC私は魅せられたようだ。

その物事を割り切らない，懐疑的でバランスのとれ

た考え万にも大きな影響を受けた。

その他JaneAustenとか VirginiaWoolfを

読んでt来たが，アメリカ文学では，Naehaniel 

Hawehorne K悲劇的と喜劇的という相違はあって

も， Fo rste rと似通った一面があると勝手に考えて，

興味を侍っている。

稲生幹雄

シ4 イクスピアを研究しています。シェイクスピ

アについては，ルネッサンスのイギリスでの実際の

上演方法lζ不明の点が多く，批評家たちの視点も400

年ほどのあいだに様々な変化を示し，かつ，作品そ

のものが多様であるために同じジャンノレのものでも

一律の分折方法ではとらえきれない，といった問題

があります。そんなわけで，私も現在は，文体(style)，

作厳1)術(dramaturgy)などの面から個々の作品の

中心に迫ってゆくという方法で=分折をつづけていま

す。

松原良治

英語学 (Englishphilology)，特lζ中英語

(Midrllp. Engl ish)の統語論(syntax)IIC興味を

持っています。今まで，中英語ロマンス (Middle

Engli sh romances)の準動詞(verbals)の形

態と機能の発達状況を考察するため，Havelok the 

Dane (1285年頃)や SirThomas Maloryの

Le Morte d'Arthur (1470年頃)などを中心的な

記述の対象としてきましたが，将来は更に対象を鉱

げて，特定の時代の言語現象を記述する共時的研究

の集積IL努め，古英語(OldEnglish)から近代

英語 (ModernEnglish)に至る英語の諸相の通時

的研究を進めてゆきたいと考えています。更に今ひ

とつの研究対象は，Malory自身の英語の諸相を記

述する乙とですが，最近はその題材によって「フラ

ンスものJ，IブリテンものJ，I大ローマものJ，Iノ

ンサイクノレ ・ロマンス」などに分類される移しい数

の中英語ロマンス群やMaloryICよって集大成され

るArthurianLegendsの系譜的研究にも強い噴

味を覚えています。

稲積包昭

初期近代英語時代 (1500年一 1650年)の散文を

対象IL文法的特徴を調べています。なかでも現代英

語散文の元祖とも言える16世紀イギリスの人文主義

者RogerAscham(ロージャー ・アスカム)の 3つ

の英語作品を研究対象に文法の各分野からその特徴

を明らかにしてみようと調査をしています。

西光義弘

高校時代の英語好きが嵩じて，英文i法iζ興味を持
ち，受験勉強そっちのけで，Hornby，市河三善，大

塚高信などの法文法IC関する著書を読み，言語学及

び英語学の道へとのめり込んでいった。それ以来20

年近くになり，ょうやく最近，自分独自の言語理論

らしきものを展開できるようになってきた。借りも

のでない自分の言語観を確立しつつある今日乙の頃

である。その考え方iζよれば，人間の知覚及び認識

が言語構造lζ反映されており，自己意識，主観性，

客観性が言語表現IL表わされているという乙とにな

る。また表現性のうすい言語構造には習慣的行動

(自動車の運転など〉と平行的な構造を具現している

といえる。現在の課題は日本語と英語の文法を乙う

いった観点から見直す乙とである。

森本まゆみ

勾]めの乙ろは文体論をしたいと思っていたので学

部では英語学を専攻しました。たまたまそのとき選

んだのがへンリー ・ジェイムズの小説で，大学院に

進んでからは主lζジェイムズの小説の技法を考察し

てきました。興味があるのは近代小説ですが， ジェ

イムズは後世の小説家lζ少なからぬ影響を及ぼした

ので，結局，その流れをくむ現代小説にまで興味は

拡がってしまいます。それで，今のと乙ろはジェイ

ムズを軸として，近代以降のアメ リカ小説を研究し

ています。

米本弘一

19位記の前半，イギリスで最も人気のあった小説

家はWalterScott (1771-1832)であろう。日本では

明治の初めに『湖上の麗人』の詩人として紹介され

ているが，彼の本領はやはり30余りにものぼる長篇

小説にある。スコットはし、わゆる「歴史小説jの創始

者と言われているが，彼の影響は後の19世紀小説，

特にュゴー， パノレザ yクなどの作品fC及んでいると

されている。彼の小説はその後しばらくの閉あまり

読まれる乙となく，特l乙日本では本格的な研究は皆

無に近い状態であった。しかし，近年欧米ではその

再評価のきざしが見られる。彼の膨大な量の作品を

一つ一つ丹念に読んで行く事が今の私の仕事である。

7)<口志乃扶

語学屋である。文法はつまらない，という考えが

日本では未だ幅をきかせているようではあるが，動

物と人間の根本的相違が，火と言葉を使う能力にあ

る乙とを思えば，人間の言語能力を解明したいとい

う欲求は，あながち理由のない ζとでもあるまい。

言語学は，音と形と意味の領域K大きく分けられ

るが，私が最も興味を持っているのは，意味の分野

である。文のレベルでの意味概念の分析もさる乙と

ながら文よりも上の談話のレベルでの分析に，今

は特fC興味がある。分析の対象とする言語は，目下

のと ζろ現代英語であるが，日本語や他の言語もこ

れから研究してみたい。

ハU
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ALlSTAIR SETON 
Publications recently have included IIHills and 
Water-Kohe Sketchbook"(1980) J "Night and Day" by 
Tom Stoppard(1982)， jointly edited with Tanaka 
Masao and Tsuda Yoshio， IISongs for One World"(1983). 
Another work. "Japanese Vocabulary for Readers and 
Speakers" 1S currently being revised with Hayashi 
Norエkoand Matsumoto Nobuk.o for publication this 
year hopefully. Much of my teaching at the 
Literature Faculty involves r.loclern British Drama 
and 1 have p lans to wri te about Ayckbourn and 
Stoppard， as well as jointly editing another play 

ドイツE吾

吉安光徳

演康1)学という学問の体系はおよそ半世紀ほど前に

ドイツで打ち立てられたものですが，未だに演操1)史，

劇場史の域を越えていないように思われます。この

域を半歩でも越えた体系が出来ないものかと未だに

夢を見ています。具体的にはブレヒトの演劇と演劇

論を挺子に古今東西のあらゆる ドラマに楽しく切り

込んでいます。最近になってようやくギリシァ劇の

大きさが少し半1)って来たように思コています。

得津伸三

ひとつの科白や文章が同時に二重の(あるいは三

重の)意味をもち，その乙とによって面白味が増幅

する場合がある。落語のオチにもしばしば用いられ

る。たとえば三遊亭金馬の落語「孝行糖」では，飴

売りの子供がぶたれた身体の個所を尋ねられて，Iコ

ウコウ卜，コウコウ卜」と答える。飴の売り声がそ

のまま返答になっているわけである。

数少ないドイツ喜劇のひとつ「こわれがめJ(ク
ライスト作1777-1811)にも建前の文意と本音(明日

愉などを含む)の文意をダフーらせた文章が随所にあるJ

ドイツ語で読む(聞く)限りでは，その二重性をHf!

解して，おかしみを感じておればよいのだが，日本

語lζ翻訳するとなると大変である。乙の戯曲は有名

なので現在までに十種類近い邦訳が出されており，

まだまだふえても不思議ではない。百人訳せば，百

種類の訳が可能だからである。 翻訳というのは一

回限りのものであり，授業中のよう fCI実は乙うい

う裏の意味もあるのだよJというわけにはし、かない。

フェアーではないが，注をつけるぐらいが親切な態度

といえよう。乙ういった点fC関して，既刊の翻訳が

どれほど苦労しているのか，あるいはしていないの

かを一度吟味しようと思っている。

森良文

レツシングからハイ不あたりまでのドイツ文学K

関心を集中させるように努めなければなるまいと考

えている。チェノレ立イ、ンェフスキーの一つの小説「何

をなすべきか」が若い革命家の一世代を育てあげた

というレーニンの証言は何を意味しているか，その
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チェノレ究イシェフスキーがドイツ文学のレッシング

時代をいわばロシア文学の一つの手本として思い描

いていた乙ととそれがどのように結びっくかが，解

明すべき私の遠い目標であり，たとえばハイネの晩

年が人の一生の生き方の問題として，またマノレクス

とエンゲノレスの仕事との関連で， どのようlζ理解し

うるかがさしあための目標という乙とになる。しか

し，現在の私が過去の，たとえばドイツの歴史と文

学から何を，どのように学びとるべきかという乙と

は，私にとってそれほどやさしい問題ではなく，レ

ーニンとエンゲノレスの導きの糸をつかむのに苦労し

て，乙のところドイツ農民戦争 (1524/25)，とく

にトーマス ・ミュンツアーのあたりをうろついてい

る。

神代尚志

18Cから19CIとかけては，古い絶対主義的封建社

会が崩場し新しい市民社会が形成されていく大きな

変革の時代であった。乙の変革はヨーロッパのほと

んどの国々を変革の嵐の中にまき乙み，人間存在の

意味が根底から問われた時代である。レッシング，

へノレダー， ゲーテ， シラ一等のドイツ ・クラシック

文学が成立したのは乙の時代であり，彼らの作品は

との過度期の社会の変革とそこに示された人間存在

の危機とのまさに血みどろの闘し、から生れたのであ

る。

一方ひるがえって我々の時代を考えてみるとき，

ナチスの行為が端的に象徴している如く，現代ほど

人間の存在が大きな危機にさらされている時代はな

し、。

私の研究の関心は広い意味での「歴史劇」にある。

特ILシラーの歴史劇にある。シラーは彼の時代の人

間の危機と混乱を16Cから17C前半にかけての宗教

戦争の時代におきかえて彼の時代の問題をみていた

ととく，私も現代の問題を18CIとおきかえて考えて

みたい。そのことによって現代の問題が一層鮮明に

浮かび上ってくるように思う。宗教戦争の時代とフ

ランス革命の時代と20Cの現代の問題を広い意味で

の「歴史跡IJJを手がかりとして考察する乙とが現在

の私の中心テーマである。

光末紀子

私が文学の中で最も関心を持コている領域は，詩，

それも野情詩である。そもそも大学に入ったときに

ドイツ語を選択したのも， もとはと言えば，ひとつ

には，それまで翻訳を通じて読んでいた，ドイツ文学

の作品中に漂う，憧れに満ちた仔情的なものに魅か

れての乙とであコた。その後，本格的にドイツ文学

と取り組む乙とになって私が研究の対象としたのは，

二十世紀初め頃から活躍を始めた存情詩人R.M.リル

ケであった。しかし私が乙の詩人において最初に問

題としたのは，詩人の中期の，非あるいは反序情的

作品『新詩集』である。f予情詩人がなぜ仔情的であ

る訳にはし、かないのか， これが私の研究の出発点で

あった。その後テーマは色々と変ったが， 乙乙数年

またこの出発点IL戻り，目下は『新詩集』と同時期

K倉IJられ，プノレースト，ジョイス， フォークナの小

説などとよく同列に論じられる，散文作品ll'<'ノレテ

の手記jjlζ取り組んでいる。

鎌田 道 生

私の研究テーマは，誤解される乙とを覚悟して言

えば，人間である。 すべての学問の根底にある人

間，その人間への関心である。いわゆる専門，専攻

分野といえは、二十世紀のドイツ，オーストリ文学，

それも特に長篇小説という乙とになろうが，それも

私の人間学の一端IL過ぎない。世界を一つの総体と

して捉えようとしつつ，常IL坐折iζ至るロマーン=

長篇小説の試みは，人間の全体性を追求する精神の

試みに他ならない。ヨーロッパという全然異質の文

化圏において，乙乙数世紀の間lζ隆盛をみるに至っ

たロマーンは，ホメーロス以来の西欧文学の，ひい

ては西欧の理性と感性の集約体として私の興味を限

りなく牽きつける。私の研究は，それ故，人間の原

型を求めて古典世界へと遡及せざるをえない。そし

てそれはまた，短かい生を賭けるに値する試みであ

家ヴァーグナーと，歴史家ブjレクハノレトだと思われ，

乙の三者がいかに，ただ単IL思想、上だけでなく彼の

人格全体lζ作用したか，を今のところ見極めたいと

思っている。何より生身の人間としてのニーチェに

興味があって，そ乙からたとえば周辺の文学者たち

はそういうニーチェをどのように受用していコたか

という点にも興味がつながコてゆく。

内田正博

十九世紀の末から二十世紀初頭にかけて活躍した

オーストリアの詩人，劇作家，またすぐれたエ yセ

イストでもあったフーゴー・フォン・ホーフマンス

ターノレ ( 1874~1929) をいちおう学びの対象とし

ています。今のと乙ろははまだ，彼の生涯の中でも

初期l乙乙だわっており，これまでも例えば， r第六
七二夜の童話~ (1895)他，その頃の作品について

考えてきましたし乙れからもしは、らくの間は，乙

の時代lζ潜んでいる，乙の作家の豊かな可能性の芽

を探り出してゆきたいと考えています。

原克

研究範囲は現代ドイツ文学である。なかでも中心

テーマは， フランクフルト学派のヴァノレター・ベン

ヤミン及び今世紀のアヴァンギャノレド芸術である。

目下取り組んでいるのは， 1910年代から 2010年代

にかけて起乙ったダダイズム運動の内，主i乙ベノレリ

ン・ダダである。なかでも， カーノレ・アインシュタ

イン(詩人 ・評論家)とG・クロス(画家)を中心

に， ドイツの文化伝統を重い艇の中で，<大衆相会>

を背景1(，自らを「叛一芸術」として定立してくる

彼らの営為が持つ歴史的・今日的意義を探ろうとす

るものである。 ζれは，人間の全的解放というファ

クターを通して， W・ベンヤミン更にはTh.W。アド

ノレ/の現代芸術論と探く関連する問題を苧んでいる。

しかもそれは他ならぬ我々の時代の問題でもある。

従って，今後の見通しとしては，両者を共lζ捕える

美学・思想の視点を探ってゆきたい。

る。

棲漂正勝

ドイツ ・ロマン派， ζ とに幻想とユーモアの作家

ホフマンを愛読する。他lζ翻訳という作業IL興味を

持っている。又教室でドイツ語を教えるのが好きで

ある。二十年以上もドイツ語と付き合って来たから，

ドイツ語の森のどれが本筋でどれが脇道であるかを

心得ていて，本筋を順序よく，分りやすく教える術

を，プロのコックさんがおいしいビーフ ・シチュー

を作る術を身につけているのと同じ程度に，私も又

身ILつけているつもりである。

緋田 義 一

ドイツ語学 ・ゲノレマン言語学。専攻はドイツ語の

史的発展の研究，特I(Syntaxの通時的研究。ゲルマ

ン系言語で、最古の文献資料を残すゴート語 (4Cの

民族移動期のゴート人の言語)から古代・中世・現

代ドイツ語迄を対象とする。現在は， 中世ドイツの

代表的な英雄叙事詩である。「ニーベルンゲンの歌」

における文章論的特質を実証的に考察し，現代ドイ

ツ語の文章論における諸現象を深く理解する乙とに

努めている。

谷 本 慎介

興味の中心は，ニーチェおよびその周辺の独文学

にある。まず，人格形成上ニーチェlζ最大の影響を

及ぼしたのは，哲学者ショーペンハウアーと，芸術

フランス語

本田烈

日下の勉強は，フランス文学とはまるで無関係な，

ましてや「フラ語」なんかケソクラエ，乙の国の，

明治18年lと生まれ大iF.15年lζ死んだ，無季自由律の
放浪俳人，尾崎放哉の人と作品についてである。年

齢と共に板気がなくなって，小説でも短いものの方

がし、いし，詩歌も短いものに惹かれる。 I墓ーのうら

に廻る」なんという句があるのだ。それが済んだら，

まるでそれとは無関係に(私は浮気性だ)，長年の宿

題ではあるのだが， ガストン ・パシュラーノレの勉強

である。 1962"r:1L76歳で死んだ，仁|然科'ア:と人文科

ワ白
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学の双方にまたがって魅力にあふれる学問をやった

フランスの思想家である。「怨像力とは，事物の犬劫〉

IL運び乙まれた主体以外の何ものでもなし、」なんて

いう文があるのだ。乙の大学をやめるまでに，さて，

どれだけの勉強ができるやら。

山口俊章

近・現代フランス文学専攻。

近代については，スタン夕、ーノレを中心1(，フラン

ス革命後のロマン主義文学を研究課題とし，現代に

ついては，アラゴンを中心として，目下のと乙ろは

両大戦間の状況と文学の研究を課題としている。

スタンダーノレらは，革命後の混乱期に新しい人間

の生き方を求め，近代的自我の表現を文学lζ託した

作家であり，またアラゴンらは，二度の世界大戦を

経験した乙の二十1世紀にあって，人間の復権を志向
しつつ，そのために絶えず文学の革新を実践してき

た文学者である。

われわれ人間は実存的存在であるとともに歴史的

存在でもあり，過去・現在の文学を研究する乙とは，

そうした人間の二元的存在性を統一しつつ，今日，

明日をより切実なものとするであろう。 t:l1著「フラ
ンス一九二0年代一状況と文学J(中公新書)は，そ
うした問題意識にもとづく研究の一端である。

技川昌雄

現代フランスの記号論的角度からの文学研究を主

に勉強してきたが，昨今は精神分析に強い興味を抱

いている。一般の記号論がむしろく統辞論〉的分析

を中心に展開し，ややもすれば分類学IL堕す危険性

があるのに対して，精神分析は乙れにく意味論〉的

裏つ、けを与え，垂直的な深さへと掘り下け、てゆくの

を可能とするように思われる。その点で，フロイトー

ラカンの記号理論を経過した今日の時点での新しい

模索として， クリステヴァセノレネ ・ジラーノレの広い

意味での象徴即論には並々ならぬ関心がある。

林博司

我々を取りまく肘界の認識がとのように言語化さ

れるのか，長IJち，どのような文法範時で処慢され，

それがどのように言語化されるのか，またその際の

制約はどんな ものか，という問題を，fg.l論而と具体

而から研究する。JIl!:¥命的には，諸言語の表而的な多

様性の下には人間共通の普遍性が潜んでいるという

仮説の上に立脚した考えを採っている。具体的には

同じロマンス系のフランス訴とルーマニア語，異系

の日本語，との比較対照研究を行っている。今まで

は主にフランス話とノレーマニア語の音韻論的nllJr伺を
取り上げてきたが，最近はフランス語，ノレーマニア

請の意味論 ・統語論的iJllJr(nをも取り上げている。今
後，日本語との総合的な対照研究を進めていくつも

りである。
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中国語

寛久美子

唐詩の研究のほかに，中国文学における女性像を

追うのを一つの目標としている。長い歴史をもっ中

国のことだから文学K反映するものも複雑な様相

を呈していて，なかなか一つにつかみきれない難か

しさがあって，思考も低迷しがちである。古くはl詩

経」における女性たちの姿。「タIJ~伝」における模

範的な烈女たち，非道な悪女たちの像。「女誠」とそ

の著者の周辺。日本と中国の女訓書の検討など初歩

的な仕事を行ってきたが，乙れからは更に文学その

ものにおける女性に迫っていきたいと考えている。

ロシア5苦

詩人の作品の比較研究である。

西洋古典語

鈴 木ー州

古代ローマ共和政期における市民共同体ローマの

発展が大きな研究主題であるが，当面の関心事は，

q洪同体の存立を支える;精神的基盤(共同体倫理〉
と国制の関係から独特のプローウォカーティオー(民

会提訴)を見直す乙と，②上記にまつわる各種の

伝えの史料批判という意味でリウィウスの史書を検

討する乙と，乙の二つである。

橋本隆 夫

古代ギリシみの文学作品に現われる神話・伝説を

その宗教的背景から検討し，文学と神話と宗教の揮

然一体となったギリシャ人の文学世界を観察する。

小野理子 日本語・日本事情

ロシア ・ソビエト文学を専攻しています。ロシア

文学はひろく社会と人間のかかわりについて考える 田窪行則

伝統を持って来ましたが，自分の研究態度もそのよ 現在の仕事は，生成文法理論の研究と，その日本

うであ灼たいと思います。 語・朝鮮語等への適用が主です。日本語教授法の研

最近の研究テーマは2つあり， 1つはチェルZィ 究も並行して行っていますが，分野自体が歴史があ

シェフスキーを中心とする19世紀ロシアの女性解放 さいので，実際には，英語教授法に関して書かれた

思想、の流れを考える乙と。ドストエフスキーやトノレ 文献を読んでいるといった状態です。

ストイ Kも，乙の光をあててみるといろいろ新しい 他に 7)レタイ言語学，特lζ満洲文献学，朝鮮語

発見があります。他の lつは現代ソビエト文学にか 文献学も研究していますが，今のところは開庖休業

かわる問題で， M.コリツオフを軸Ir.， 1936 ~ 8年の といったと乙ろです。

スペイン人民戦争と，それを支援したソビエ卜作家

たちの関係をしらべています。

文学部比較文学科l乙進んでロシア文学を勉強する

学生(珍l在は毎年 l名程度)がふえ，将来よい研究

仲間ができる乙とを願っています。

村井 隆之

ツノレゲーネフ， ドストエフスキー， トルストイ，

ショーロフ一一いずれも世界文学全集でおなじみの

名前である。筆者の専攻は，乙れらの作家が活躍し

たロシア・ソビエトの文学研究。よめ厳密に言うな

ら，詩文学の研究。小説K興味がないわけではなく，

ツノレゲーネフやケ、ノレツェンなどにも論文を捧げてい

るが，韻文で書かれた詩文学のほうにより大きな魅

力を覚え，研究対象はもコばら詩人たち。とりわけ

フロォク (1880-1921)という詩人にひきつけられ，

二十数年乙の詩人の研究を続けている。最近では，

日露両国の文学的関連iとも関心をもつようになり，

乙の方面の比較文学的研究の試みを始めている。ち

なみに最新の論文は「渋谷定輔とタラス ・シェフチェ

ンコ」。日本の農民詩を始発の地点K立たせた乙と

で評価される詩人とウクライナの詩人との関連，両

-24一

自然科学史

今 津健 治

近代日本における産業技術史K関する実証的な研

究を進めている。研究資料は主として文献や文章に

よる場合が多いが，実証史学としての地位がほとん

ど確立されていない乙の分野の研究では，基礎資料

の発掘調査から根気付iく積みあげていく以外に道は

ないのである。王ネノレギー輸送史と技術者たちの活

躍の跡を追う乙とを相変らず続けているが，そ乙K

は工業化の条件であるエネノレギーと情報の問題が集

約化されているは、かりでなく，世界に通じるネット

ワークもある。また伝統的な生活文化とのかかわり

についても，考察を深めなければならない多くの課

題を見出す乙ともできる。

情報科学

小野 厚 夫

昭和55年10月Ir.筑波学園都市に新設された文部省

高エネノレギ一物理学研究所物理研究系泡箱写真解析

部門から，情報科学科へ移ってきました。これまで

原子核物理実験，素粒子物理.実験の研究および雷子

計算機による図形認識，図形処理，データ処理系の

開発研究lと従事してきており，現在特l乙飛躍粒子の

図形認識に興味をもっています。高エネルギ一物浬

学の次期計画であるトリスタンプロジェクトが61年

の完成を目指して進行中で，各大学から研究者が集

まって大型測定器の建設を進めていますが，私共も

乙のプロジェク卜に参加し，主lζiJ!IJ定器の大型解析

プログラムの開発整備を担当し作業中です。

数学

請川高三郎

一筆御報告せねばいけないと思い筆をとりましfこ。

私の分野は代数学，詳しくは非可換環論，あまり社

会との関連もなく，然し数学の本質はゲームだとの

有名な数学者の言葉を聞けば納得もできます。現在

やっているのは浅野整環の一般化として非可換な乗

法環をはじめました。色々の得られた結果は学会lζ

発表していますが，学内においても優秀な協力者を

得，園内lζも興味をもっ若い人も増えてきましたし，

特に海外にもグラスコ一大学のP.F. Smithさんの様

な協力者を得た乙とは，身lζあまる光栄，幸運に思

っています。まだまだ，仕事は乙れからです。頑張

るつもりです。

木村郁 雄

教養部で渡辺清さんと一緒lζ主l乙多変数関数論を

やっています。もう何年か前に亡くなられましたが

乙の方面の偉大な先達である岡潔先生に若い時から

憧がれて，あのような業績のlつでもという願望を

持って30年近く執乙くやっています。しかし何時の

聞にか齢50を数え段々とあやしくなって釆ました。

先人の業績は前人未踏の峨々たる孤高の峻険をきわ

めるに替えられますが，有名なものは正則領域(解

析関数の存在域〕は擬凸(凸もどき的)であるが，

その逆問題いわゆるl.eviの問題の解決と，点毎の代

数的関係を局所的にその近傍iζ拡げ，さらに大域的

なものに関連づけた層の理論の創始の仕事です。後

者はフランスのHenriCartan によって整理されまし

たが現在でも代数学や解析学に大きな影響を及して

います。垂直な何十米もある日もくらむ様な岩壁を

全ゆる登山技術の粋を駆使して登り切る，岡先生の

論文を読んでいますと随所において，そういう感じ

におそわれます。一行毎に深い洞察と大きな決断l乙

満ちた個所があり解説は遅々として進みませんが全

く高山に登るようなしんどさを経験します。我々後

人はその偉大な業績に圧倒されながら，大きく荒鋤

きされた開墾地を整理して，そ乙10)<和jを与え肥料

を入れて収獲多い田畑iとするよう努めている乙とに

なるでしょうか。私の仕事では擬凸概念をばらばら

にほぐして，そのー断面を把え，実はそれが充分性

を与えるものである乙とを証明したものがあります。

自分では内心，峻険な山道の傍lζ咲く一輪の董の花

位の存在意義はあるのではなし、かと自負しています。

それまでの蓄積lζ一行あるいは一句を加えたもので

ある乙とは確かだからです。しかし生前の岡先生に

論文の印刷をお送りしましたが，何の御返答もあり

ませんでしたので，余り乙う言い切れますかどうか。

今は解析的集合の局所的な特徴付けを試み，計算K

乗り易い手法を探しています。うまく いくかどうか

自信がありませんが，無理にでも希望を持つように

自分自身に言い聞かせています。

竹内康滋

可換環をホモロジ一代数を用いて研究している。

と申し上げても専門外の人Kは，何の乙とやらこ理

解いただけないと思いますので，私の趣味の数学に

ついて述べてみたい。 ものの数を数えるという一

見単純そうにみえる事柄が意外に困難であコたとい

う経験は少なからずあると思う。 コンビュータの

発達にともなって数え得る数の大きさは飛躍的に増

大した。しかし，ソフトウエアをもたないコンビュ

ータは数字を記憶出来るソロパンにすぎない。今日

あるようlζコンヒ与一タの働きに高い評価が与えら

れているのはソフトウエアのためである。ソフトウ
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エアの理論的恨拠は数学の諸分野にあるのだが，そ

の一つの分野IC組合せ理論がある。組合せ理論はパ

ズノレ的問題の解法の集大成のようなと乙ろがあって

大変面白い。趣味の数学lとするにはうってつけであ

る。と乙ろが乙のパスソレ理論を数学の高度な理論に

まとめ上げようという野暮な人聞が増えつ〉ある。

私もその一人なのだが。

魔森勝久

専攻は代数学で，とくに幾何学と関連した可換環

論lζ興味をもっている。

古来，代数学の使命は方程式を解く乙とで‘あった。

話を代数的方程式(すなわち未知数の整式で表わさ

れる方碍式で，三角関数や対数関数などの「超越的J

な関数をふくむものは除く)1ζ限れば.2次方程式

の解法は高校生でも知っているし， 3次 ・4次の方

程式ICも一応の根の公式らしいものが16世紀イタリ

アで発見されている。と ζろで19世紀の初め，ガウ

スはどんな高次の代数方程式も複素数の範囲でなら

恨をもっ乙とを示した。 (ζの事実は「代数学の基

本定理」と呼ばれ，複素数の最も重要な性質を与え

るものである。)一方， アーベノレとガロアは.5次

以上の方程式を「代数的ICJ (すなわち四則演算と

摂号のみを使って)解く ζとは一般に不可能である

乙とを証明した。恨は存在するはずなのに，それを

求める「代数的」な方法はないという訳である。乙

れが今日「ガロア理論」と呼ばれるものの起こりで

ある。

以上は未知数が lつの方程式で、あるが，未知数が

沢山iとなると話はまた違ってくる。未知数がn個あ

っても. 1次の連立方程式ならば，教養課程の線形

代数学で扱われる。しかし多くの未知数をふくむ高

次代数方程式の解法は著しい困難を伴なう 。乙のよ

うな方程式系の解の集合は一般に代数多様体と呼ば

れる「図形jになり(直線，平面.2次曲線， 2次

曲聞などはそのζ く簡単な例である).その性質を

解明する ζとは代数幾何学と呼ばれる分野IL属する。

代数学は，方程式を解くという古い立場から，数

の体系の本質を様々な観点から究めようとする方向

へ進み，幾何学 ・解析学などとも結びついて，新し

いいろいろの「構造」の発見(発明?)を生み，現

在の多岐にわたる分野を包含するものとなった。

さて，最初iといった「可倹環Jは乙うした構造の lつ

で，幾何学の局所的問論と深い関係をもつものである。

中村昌稔

専門は関数解析学で，無限次元のベク トノレ空間ー

ベクトノレ空間に和やスカラー倍の演算を連続lとする

ような位相の導入された空間ーのうちの.Schwartz 

空間や骸型空聞について研究している。 ζれらの空

「昔lは，たとえば， Q子物fli!学などで使用されてきた

Dirac の ~ I刻数やへビサイド|知数などを元として含

む超|知数の空間や，いくつかのタイプの偏微分方特

式の解空間などがある。ヒノレベル ト空間は有限次元

ベクトノレ空間の lつの拡張て、あるが，核型空間は別

の方向への、有限次元空間の自然な拡張となってお

り，有限次元空間で成立する多くの重要な定理がま

た骸型空間でもなりたち，数学の他の分野へも応用

されている。

渡辺 清

子核と衝突してつくるいろいろな粒子)中にパー中

間子が発見された。しかし ζれは湯川先生の予言し

た中間子ではなかった。約 10年後やはり宇宙線か

ら予言された中間子が見つかり文 中間子と名付け

られた。今ではκ 中間子は強い相互作用をするハ
ドロンの仲間でパイオン，介一中間子は強い相互作

用をもたないので，電子と同じレプトン族でミュー

オンと名が変っている。

実数を変数としその値も実数となる函数(，、ま

まで学んだ函数)を実数値函数といいます。そこで

数の範囲を拡げて，複素数を変数としその値も複素

数となる函数を複素函数といいます。そして微分法

の概念も同様に拡げて，微分ができる複素函数の乙

とを解析函数といい，その性質を調べる分野を複素

解析函数論といいます。在、が研究しているのは，そ

の懐素変数の数をたくさんにした多変数解析iil<1数と

いうものについてです。また，函数の定義されてい

る空間を抽象化して，複素多様体なるものを定義し，

その上の解析函数というものも考えます。そ して，

それらの持っている性質や関係について調べていま

す。乙の分野を総称して，多変数解析函数論といい

ます。

私の修士論文はミューオン 1 博士論文はパイオン

についての理論的な仕事であった。その後 20年も

の年月がたっているけど.芸のない話で，いまだに

パイオンとミューオンの聞を行ったり来たりの理論

やコンビュータ一計算をするだけで，一向lζ坪があ

かない。もっともまわりの状勢も変った。ハドロン

はより基本的なしかし実験でありのままには見えな

いクオークからできているとか.高エネルギー加速

器がどんどん粒子のエネノレギーをあげ¥ 自然界では

めったlζお自にかかれない新しいチャーム粒子とか

ウィークボソンとかをっくり出す時代になった。そ

れなりにとり上げたいテーマは蚤きることはないけ

れど，時間1 新しい乙とを ζなす包容力や能力と相

談せねばならない。一方気持ちの余裕があれば，今

i乞と違った ζともしてみたいとふと思ったりする昨

今である。

伊佐 雄

強誘電体の相転移

転移点の近傍で誘電率が著るしく変化する事はよ

く知られている。 それを知るためには，広い周波

数範囲にわたって誘電率を測定し，いわゆる誘電分

散を調べる必要がある。 周波数範囲によって測定

方法は異なるので，比較的測定装置が入手し易い I

OGH.z帯を中心IC.導波管を使用し温度範囲を

室温から 2000 C程度まで変化させて，マイクロ波

誘電率を調べている。

森井俊行

最近，素粒子物理学における量子色力学 (QC D) 

の理論は，物質の基本構成要素と考えられているクオ

ークのふるまいを記述する正しい理論として増々多

くの物理学者の信ずる所となってきた。 QCDILよ

れば，素粒子の構成子であるクオークが素粒子の中に

閉じ乙められていて，単独では存在できない乙とが

予想されるが， 乙のクオークの束縛状態である素粒子

の質量レベノレや崩填現象をQCDIC基づく相E作用

の研究を通じて分析しその力学的構造を調べてい

る。また，高エネルギー素粒子反応でのジェット現象

や多重発生現象の解析を通じて， クオークやクツレーオ

ンがどのように して素粒子に転化するか，そのメ カ

ニズムを分析してクオーク，クソレーオンの力学を現象

論的lζ調べている。

物理学

宮垣盛男

原子核破片の異常性

高エネルギーの原子核一原子核衝突で放出される

核破片は、放出されてから数cm (或は数ト億分の

一秒)以内では衝突の確率が異常に大きいととが発

見された。(例えばE.M.Friedlander et al : Phys 

Rev. Lett. 45.1084(980))ζれは現在の原子核に関

する知識では説明する乙とのできない現象であり，新物

質の岩11成とその崩壊によるとか核破片の形が球形から

著しく離れている乙とによるなどの解釈が試みられて

いる。

私は本学理学部と大阪市立大学の研究者と協同で

との現象を解明するため，核子当り 19億電子ボノレト

の鉄原子核を炭素およひ、鉛の標的IC照射し入射 ・

衝突した鉄原子絞の破片をしらべる実験を計画し，

準備中である。鉄原子核の!照射はカリフォノレニア大

学のローレンス ・パークレイ研究所のベバラック加

速器によって 4月上旬iζ行われる予定である。

なおとの解析には約2年の日時が必要である。

小早川恵三

i枚湯川先生が中間子論をとなえられたのは 1935

"1'である。手翌年宇前線(宇'白から地球にそそいでい

る高エネノレギ一陽子や原子絞とそれらが大気中の原
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鏑木 誠

「物性」と言う言葉は，日本の物理屋が作め出した

言葉だそうで，なかなか含みのある言葉と恩います。

人に「御専門は ?Jと聞かれると「物性理論でもす。」

と答えていますが，英語となると rSolidstate physicsJ 

で「物性」と言う感じが全くなくなってしまいます。

一度語学の先生に日本語のもつニュアンスをそのま

ま表現できる訳し方がないかどうか向いたいと思っ

ているのですが。現在は，物性理論の中の磁性理論

を研究しています。また.物性の手法が使える素粒

子の現象論iとも少し手を出しております。
小原孝夫

ある種の金属合金及び金属間化合物の磁気的振舞

は，ある条件下では非常に特徴的である。乙れをそ

れが構成されている元素の原子核について磁気共鳴

(NMR)という微視的手段を通して特徴的振舞の

機構を採ると同時に物質の磁性についてより正確

な知見を得ようとしている。具体的には!I)強磁性(

ある温度で電子の磁気モーメン トが同一方向に秩序

化する)Niや反強磁性(前述のモーメン卜が上 ・下

と交互にそろう)〆相Mnを粒径や膜厚を 20-100AO

(AO=1σScm)にしたり，或いは磁気モーメントのゆ

らぎが大きいとされるρ相Mn1L20-40kbarの圧力
をかけ格子を縮ませての測定を主にHe温度(1k-lOk)

で行なう。共iC通常状態とは異なる磁気的性質が現

われる以測定の目的はその主要な役割を担う3d電

子の状態を明確にとらえる為である。 III)超伝導(あ

る温度以下では電気抵抗が急激にoiとなる性質)と
磁気的秩序(ある温度以下では前述の磁気モーメン

トが一定のノレーノレであろう)が同じ物質内で，起ζ

りにくいとされていたが.比較的最近ReRh4 B4' 

ReMo6 Ss( Ses) Re:稀土類金属とし、う物質群でその

2つの性質が共存するという報告がされた。それら

の物質の電子状態を探る為，及び他の系で違った型

の共存が起ζり得なし、かを調べる為NMRを主な手

段として研究を進めている。

原 俊雄

物質の窮極像を解明する為の高エネルギ一物理学

実験を行っています。物質を情成している基本粒子

はクオークと呼ばれていますが，その4番目のクオ

ークで構成されている新粒子(チャーム粒子)の寿

命その他の性質を調べています。具体的には，日米

科学協力事業のもとに，日米韓加の4ヶ国が参加し.

米国のフェノレミ研究所の巨大加速器を使用し，チャ

ーム粒子を生成させ，原子絞乾仮と電気的検出器を

組み合わせた装置で，その性質を調べています。私

達は.原子絞乾飯の製作，実験，解析を担当し，現

在，理学部と教養部において，解析を行っています。

2年後iζは. 5番目のクオークを含む新粒子(ビュ

27ー



ーティ粒子〉を検出する実験を，やはりフェノレミ研

究所で行うととを計画しています。

化学

本間 違

リン酸塩は肥料，洗剤，水処理，食品加工，窯業

など多方面にわたって利用されている。乙れらのリ

ン酸塩には I カチオンの違いによる種類のみならず

アニオンの遠いによる数多くの種類が存在する。 ζ

れらの種々のリン酸塩を合成するとともiζ，その性

質(金属イオンを封鎖する能力，固体表面の酸性質

など)を調べている。また，乙れらのリン酸塩を機

械的IC処理(たとえば，ボールミ jレ処理)したとき

の構造や性質の変化を追求している。

北谷正行

石油原油中にダイヤモンド構成単位とみなされる

アダマンタン(1)という物質が見出され，その成因起

源を見なおすーっの要因ともなっている。私の仕事

は石油とは関係ないが，アダマンタン鮪似のカゴ型

含窒素多環状化合物(2)を光合成しようとするのが目

的である。(近年乙のようなカゴ型構造を有するある

分子が，光→熱エネルギ一変換に利用できることが

マスコミでも報道された)。 目下その目的のための

予備実験として，種々のアミドやイミド化合物を準

備し光反応性を検討している。合成実験は金と時

間と労力を要し，ときには爆発の危険を伴う乙とも

あるが，それだけにできたときの喜びはまた格別で

ある。

ρφ ゆ
(1) (2) 

上地真一

最近，有機化学の領域における弱L、相互作用(Van

der Waals力， London分散力のような非常IL~弘、親

和力)の重要性が明らかになってきている。乙の4月に

も「化学の領域」誌から，乙の分野の特集号が出版され

る予定である。3年ほど前から，乙れらの弱い相E
作用IC起因する有機分子の溶液内における動的挙動

分子の立体化学，溶質一溶媒の相互作用lと基づく分

子識別の特異性などを明らかにするために.核磁気共

鳴スベクトルのスピン格子緩和機構の情報をどのよ

うに適用すべきかを研究している。現在調べている

のは，アルカロイドの基本分子で，将来は， 生体高

分子を用いて，フ νキシブルな「かぎとかさ穴」的相
互作用を情成している本質を明らかにしてみたい。

生物学

渡辺邦秋

高等値物のうちで最も進化しなお著しく変化し

つつあるキク科縞物を材料にしてー新しい種が生じ

る(種分化)機構について研究している。現存する

自然集団の中IC畜積されている遺伝的変異，特iζ染

色体(遺伝物質の担荷体)の構造や行動を指標にし

て変異を検出し，それらの伺E関係を調べ，変化の

方向や生起の機構をあきらかにする。また，変異が

生じたり，生じた変異が子孫IL伝達されるカナメに

なっている減数分裂で，遺伝物質が正常に分配され

るために必要な機構が，どのような遺伝的制御を受け

ているのかという問題を染色体が重複している系(倍

数体)で解析している。生物が進化する“場"の問題

として，以上ICのべてきた変異生成 ・維持機構が東ア

ジア ・北米 ・オーストラリア各大陸で，どのように

実現されてきているか比較検討を始めている。

林 文夫

細胞を独立した生命体として外界から区分してい

るのは 1 細胞膜という厚さ100A"未満の油と蛋白質で

できた超薄膜である。乙の膜は人聞にとっての限や耳

のように外界の情報を選択的にキャッチして細胞内の

各種小器官に情報を伝え.細胞の反応をひきお乙す重

要な役割を担っている。私は尼川大作氏と共同してシ

ビレエイの電気器官や，物にぶつかっても避ける乙

とのできないゾウリムシの突然変異体などを使って，

細胞膜上の情報変換機構ILおける特殊なリン脂質ポ

リホスホイノシチド)の役割を追求している。

角野康郎

私の研究分野は，生物学の中でも個体以上のレベ

ノレ，例えば個体群，穫.群集，生態系といった単位

を対象に，その成り立ちゃ動態を明らかにして，自

然の仕組みを理解しようとする分野，すなわち生態

学である。生態学の第一歩は野外調査であり，私も

自分の研究材料である水生植物の生態調査や採集の

ために，各地の湖沼や河川を歩き回る。水生値物と

いうのは，陸に上がって進化を始めた高等縞物の一

部が，再び水中IC戻って生活する術を見い出した一

群で，さまざまな適応を実現している反面，適応し

きれなかったという矛盾も合わせもっている。その

生活の具体的解明を通じて生物と環境との密接なか

かわり，その生活様式が起源した進化史的背景とい

うものを考えるととができたらと思っている。

坪 由宏

多くの植物ではその生殖細胞の受精の時lζ雄親の

細胞質，とくにその代表的な細胞器官である葉緑体が

排除される。つまりl雌親の細胞質のもつ様々な機能

が優先的に子孫Ici設伝してゆく。 ζのような乙とは

現象として古くドイツのC.Corrensがオシロイパナ

の斑入りのi宣伝現象として見出した乙とで，高校の

生物学の教科書では"細胞質遺伝"の教材として扱

われている。実際結物界を見わたせば，雄親の生殖

細胞が作られる時にすでに葉緑体が排除されるもの，

生殖細胞に葉緑体をもっていても受精時に排除され

るもの，また雌雄の生殖細胞が融合の後iζ，雄親由

来の葉緑体がやがて消去されるものなど様々である。

ζ乙にも生物進化の一面を知る乙とができる。今で

は，葉緑体Kも細胞核とは別K遺伝子DNAがある
ζとが明白にされている。私は葉緑体遺伝子の受精

時ICおける挙動について，単細胞帰藻クラミドモナ

スをもちいて生理学や遺伝学の立場から研究を進め

ている。

湯木昭八郎

枯草菌のアミラーゼ生産iζ関する微生物法伝学的

研究が私の研究テーマ。昨年から，枯草菌をつかっ

て雑種DNA実験をお乙なっている。当罰は，乙れ
までやってきた枯草菌のアミラーゼ遺伝子や他の

Bacillus属の菌のアミラーゼ遺伝子のクローニンク

を目ざしているが.値物などのアミラーゼ遺伝子に

ついても実験をしてみようと考えている。

内田 昭

酵母菌のミトコンドリアには核と同様に i宣伝子

DNAが存在しており，そのi宣伝子は減数分裂に際
して核遺伝子とは異なった方法(細胞質i宣伝)で四

分胞子に分配される。乙の分配様式(核遺伝子は 2

2. ミ卜コンドリア遺伝子は 4: 0または 0:4) 

はどのような機作iζ支配され表現されているのか，

ひとつの作業仮説のもとに検定実験を行っている。

尼川大作

感覚細胞や神経細胞などが刺激により興奮し，電

気信号や生物的仕事を生みだすメカニズムを，細胞

膜中の物質体謝を追う ζとで解明していきたい。同

じ教室の林文夫氏と共同研究を進めている。 材料は

シビレエイの発電器官やカエノレの視細胞などが主で

ある。乙の他K.動物の行動，特lζ昆虫の記憶や学

習の問題についても関心をも っている。

地学

寺円滑高

私は火成岩の成因，すなわち，火成岩を作るもと

になったマグマが，どの様な物質から，ど乙で，い

つごろ，どの様なメカニズムで形成されたかを明ら
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かにしようと努力している。日本列島には，世界的

にみて多くの火山が集中し，乙の様な問題を解く鍵

となる材料が豊富IL存在している。実際Kは，岩石

を日本の各地から採取しそれらの化学組成ゃある

種の元素の同位体組成を測定する乙とを主な仕事と

している。また，マグ"71'が形成される過程で元素が

どの様な挙動を示すかを，実験的lζ研究する乙とに

も関心をもっている。

図学

小高司郎

1 中心軸測投象図が成立する幾何学上のすべての

変数の相E関係を一つの式K記述して， ζれを1978

年の国際図学会議lζ提案しました。その後乙の式は

中心軸測投象の基礎方程式とか，小高の方程式とか

呼ばれているものですが， ζの式をある条件のもと

に解く ζ とは大変むつかしく$未解決の部分が多く

残されています。私の研究テーマの一つは ζの問題

の解決と，ζの式を使って中心及び平行軸測投象に

関する未知の性質を発見することです。

2 専用の透視図機械や，軸測図機械は，対象の断

面図の透視図や軸測図からその全体を合成するもの

ですが，従来乙の種の機械の欠点は異る断面聞にま

たがる線の描写が簡単に描けない乙とです。 私の研

究テーマの一つは ζのような難点を解決する新しい

錨写機械の試作研究です。

竹山和彦

図学，地震工学の分野IC興味をもっている。図形

の中の隠れた性質を発き出すζとは推理小説のよう

な楽しみであるが，そんなに難しい図形を対象にし

ているわけではない。地震動すらも図形として扱っ

てしまいそうで心している。現在考えている乙とは

矛盾するようだが，都市と未開発国の震災軽減対策

である。都市が懐滅状態IC落ち入ったとき排出物の

処理はどうすればよいか，アドベ(日干し煉E 造の住居
の耐震対策は，等々，一寸手が出ない状況である。

村上菅ー

投影法という幾何学的な方法による空間表象と，

視覚を通しての空間的広がりやパターンの認識が時

として大きく異なっているととが従来知られており，

その相異は心理学的恒常性という言葉によって片づ

けられていたが，心理的な実験をつみ重ねる乙とIC

よって知覚的次元での空間のパターンとしての見え

方をそれに相似な幾何学的写像として表象する変換

法を導き出し，それを用いる乙とによって従来不明

な空間認識に関する多くの視覚的問題の解決IC新し

し、ノfースペクティヴをもたらしつつある。
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宮崎 興ニ ②精神障害者の運動療法の基礎的研究として.精

建築における空間の構成を多次元的IL行なう ζと 神障害者の体力 ・運動能力IL注目し ζれらと精神

が，目下のと ζろの最大目標である。 そのために， 機能の関係について研究を進めている。

多面体や曲面といった 3次元図形の種類や性質，な 加納哲也

らびにその2次元平面上への投影法を図学的にまと

めて，それらを多次元空間へ拡張しようとしている。

保健体育

家j台川豊

《中高年令者iC対する，至適運動量の目やすについ

て〉。 身体各種器管の老化現象IC加えて，最近，

運動不足をはじめとする成人病などが問題になって

いる。そ乙で，中高年令者の健康保持を計るととも

に，運動機能の低下を予防するための，身体運動の

目やすについて，と くに呼吸循環機能を中心iC進め

ている。

山中保人

最近，約10年間の主だった剣道試合におけるきま

り技について調査してみている。剣道の試合は3本

勝負を原則としているが，制限時間内に一方だけが

1本を取った場合目または制限時間内に双方有効打

突がなく延長戦iζ入った場合は先iC1本取ったもの

を勝ちとする 1本勝ちの制度がある。調査対象は男

子が全国高校 ・学生の全日本.関東，関西選手権な

ど・東西対抗 ・高段者大会 ・全国教職員大会 ・全日

本選手権など5242試合。女子は全国高校 ・全日

本，関東，関西などの学生大会 ・全日本選手権など

239 2試合について調査した。男女性差による打

突部位の伺異とか，競技的iζなり過ぎた剣道の l本

勝ちの比率などについて観察してみている。

野村治夫

スポーツの場合を例にとると，閉じB的をもって

練習しても，上手町下手が生じる。乙の原因につい

て，動作を高速度映画lと撮り筋電を測り，使った

カを測って，その力と使い方のタイミングなどを検

討してみると，動作の習熟過程で，共通してエラー

を犯しやすい身体の部位があるように思われる。乙

れを習熟の壁とするなら，それを見つけ，改善する

ととで誰れでも上手になれる可能性ができる。

現在，バスケットボールのフりースローシューテイン

グでそれをさがしている。

神吉賢一

① 現在の健康障害の最たるものは慢性的運動不足

であるととが指適されている。そしてζの解決策は，

個人の自覚と社会体育といわれるコミュニティスポ

ーツの振興である。乙と数年乙の 「社会体育振興の

基本問題JiC関して，対象者，制度，施設，指導者

などの面から検討している。

西も東も

ーエッセイー

今迄人間の基本動作(歩行)を中心iζ運動生朋学

的，すなわちエネルギ一代謝面より観察し，その実

態及びトレーニング効果などについて検討してきた

が，歩行動作の如く生活経験豊富な習熟度の高い動

作においてはそれ等の指標を求める事は非常に困難

であった。

人間の体力を考える際，全身持久性が大きなウェ

イ卜を占める ζとから現在12分間走を中心にその練

習効果，成績の優劣を決めるファクター，持久性向

上のためのトレーニング処方について検討中である。

今後今迄のランニング中心のトレーニング方法か

らより効率の高いトレーニング方法の模索に努力し

てみたい。また，身体運動を実施する際の外部環境

との関係も非常に興味のあると乙ろである。

平川和文

運動生理学のエネノレギ一代謝の分野て¥特IC，身

体運動のエネノレギーと運動の効率ICついて研究して

おります。我々の運動に必要となるエネノレギーは，

無酸素的なものと，有酸素的なものとがあり，乙れ

らの能力lζ優れており，かっ効率よくエネルギーを

利用できる者ほと¥良い記録が得られるわけです。

また.特iζ有酸素的エネノレギ一能力を維持する乙と

は，成人病の予防にも効果があり，健康の維持増進

のための条件でもあります。現在，運動中の酸素摂

取量の測定と脚パワーの測定を中心IC，上記のとと

を研究課題としております。最近は，学生の体力 ・

健康 ・生活などのかかわり合いにも興味を持ち，多

変量解析法を手段として統計的に分析し授業内容

の検討も考えております。

アメリカで生活するようになってから 6ヶ月にな

る。乙れまでに色々な失敗を重ね，それを楽しんで

きた。また，アメリカの実力を思い知らされてき7こ。

失敗の第ーは，ロスの空港IL出迎えを頼まなかっ

た乙とだ。おかげで，空港でパスIC乗るのに 1時間，

ロスのダウン ・タウンを歩く乙と 1時間，それもあ

の大きなスーツケースを押してウロウロする破自に

なった。乙の訴を乙ちらの人にしたら，よく生命が

無事であった，といわれるほど危険な乙となのだそ

うだ。よくあるでしょう，日本人観光客が強盗にあ

う，というやつです。

失敗の第二は，とにかく言葉が通じない，わから

ない，という乙とだ。だいたい，数字のーteenと-ty

との聞きわけができないので，庖での支払ICずいぶ

んと手聞がかかり，軽蔑の目で見られる乙としばし

ばであった。19ドルといわれたのに， 50ドノレ紙弊を

2枚出す，なんて乙とをすれば，軽蔑されるにきま

っている。電話の契約に行った時も，最初は，・May

1 help you ?とに乙やかに出てきた庖員が，すぐ

に“Youcan't speak English."といって急に冷め

たくなる。そうかといえば，自動車免許の学科試験

IC日本語の試験用紙があるくらい，非英語圏の人々

に配慮する体制が公的には用意されているのである。

でも，一般には，英語を使えない人は，乙の国では

全く相手lとされなくなるのでご注意を。

第三の失敗は，観光旅行で来るのならいざ知らず，

西海岸lζ住むものではない。日本の広さでいえば 3L 

DKぐらいのアパートがなんと月IL650ドJレもする。

日本円で約15万円。では，どんなに素敵な7 ンシヨ

ンか， といえば，実ILうすぎたないと乙ろで，我々

がイメージするアメリカの典型的な素敵な家やアパ

ートは， 1000ドノレから 1500ドルは月に出さなければ

ならないのです。乙れが東海岸ならば乙の半分ぐら

いですむそうなので，文部省は，今後発展する西海

岸への留学生が増加することを予想して費用を算定

する必要があると，私は強く主張したい。

それ以外の物価も高く，あるいは日本と差がなく，

安いのは牛肉とオレンジぐらいなもので，いくら私
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うまく，チキンと同様，日本は大量IL輸入すべきで

ある。

第四の失敗は，そんなわけでアメリカでは中古品

の売買が盛んなのだが，それをあまり利用しなかっ

た乙とである。私の家の近くにあるパサデナ市立大

学一一私が英語の研修を受けたと乙ろ ーーでは，毎

月第一日曜日にその広大な駐車場で青空市が開かれ

る。犬や猫から生活用品の一切が売りに出される。

犬猫は中古品というわけではないが，その他のほと

んどは中古で，それを値切るのがまた楽しい。情報

の田中先生も一回見に乙られ，素敵な電気スタン ド

をわずか2ドlレ少々に値切って購入された。ただ，

そんなと乙ろでの購入だから，本当iζ使えるかどう

かをその場で確めるわけにはゆかず，私の家でとり

あえず試験したら，点灯しなかった。その後，彼に

それが使えるものになったかどうかたずねていない。

よく見かけるのは，ナベ ・カマの類からその他身の

まわりのものを大量に購入して帰るメキシカンであ

る。日本人は，高度成長で購買感覚が鈍ったかもし

れない。とにかく売りに出されているものがすζい。

十分に使い込んだナベ ・カマから，いいかげんスリ

キレた衣類，ホコリまみれのレコードやカセット ・

テープ，タイプライター，ガラス食器，とにかくな

んでもある。私たちは， 15トソレの電気掃除器を10ド

ノレで購入したが， これは田中先生のような乙とはな

かった。

と乙ろで，大学でどうして乙んな青空市を開くの

かといえば，売上げの何%かを大学がピンハネして，

学生のサークノレ活動の費用にあてるのだそうだ。

市立大学は，市民IC完全に開放されている。図書

館もテニスコートも。テニスコートは，公園にも備

えられている乙ともある。私が今住んでいる家を借

りた理由も，歩いて5分ばかりのと乙ろにある公園

が夜間照明付きのテニスコートを備えていたからだ。

私のいる カリフォノレニア工科大学のテニスコート

も，原則として誰が利用しでもよい乙とになってい

る。乙れが， 乙ちらのjレールなのだそうだ。テニス

をしていて楽しいのは，乙婦人たちがジョギング ・

が肉好きとはし、え，毎日毎日ステーキを食べるほど ノfンツiC水着のブラジャーだけでプレーしているの

ではないので，牛肉の安さのありがたさをあまり感 を見る乙とができる乙とだ。日本のように，決まっ

じない。ただしブロイラーを食べている日本人は， たテニス用のコスチュームなどない。

食通の資格はない。その点，乙ちらのチキンは本当 コスチュームといえば，私は，乙ちらに来てから

にうまい。たまにヤキトリ風にして食べるが，カリ というもの一度もネクタイを着用した乙とがない。

フォ lレニアのワインとよく調和する。牛肉もかなり すでに何度もパーティに招かれもしたが，学部長か
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らしてTシャツでいるのに，なんで客人の私がネク

タイなどしてられょうか。

アメリカは，本当に資本主義の国だ。よく売れる

商品は値上りし，売れないとすぐ値下げする。少々

品質が悪くても皆がそれでも買う物は高く，質が良

くても安くならないと皆が買わないものはどんどん

値下がりする。また，競争も重要である。カ リフォ

ノレニア・ワイ ンは非常にうま く，今も乙れを書きな

がら飲んでいるのだが，普通のボトルの2倍はあろ

うかというボトルのワインが約3ドノレ。味は，十勝

ワインなどただの水と思えるほどコクがある。どう

して乙んなに安し、かといえば，競争が非常に激しい

のである。ビーJレも向様iζ，カンビールがなんと30

セントほどなのだ。アル中社会のはずだよ，ほんま

に。魚が非常に高い。数年前までは，とても安かっ

たのだそうだ。ととろが，日本人たちが魚をよく買

うものだからどんどん値上りして，私たちは，冷凍

の何という種類かわからない魚を月一回しか食べる

乙とができない。それも何の味わいもないまずいや

つを。アメリカは，魚が安くてうまい，と聞いてい

たのだが。

アメリカiζはとうていかなわない，というのがい

くつかある。まずはスポーツ。読売や報知のいう日米

決戦，あれはいわないほうがよい。悪質なジョーク

だ。王のホームランは，十分にアメリ カでも通用す

る。でも，下位パ、ソターのポップフライが風K乗っ

てスタンドに入る，なんて乙とはまずないほど球場

が大きい。本当K.よい当たりしかスタンド入りし
ないのだ。それも，ものすごい打球で。

バスケットボーノレの本場というのも確かだ。 2m

以上の大男がジャンプすると， バスケッ トよりも頭

が上iζ出る。日本のバスケットプレーヤーで，そん

なジャンプができる 2m以上のプレーヤーがいたか

どうか，私は知らない。パス， ドリフソレ，早く巧み

である。夕、ンクシュー トは， バスケットがもげてし

まうのではなし、かと恩わせるほど揺れ動く。日本

が増えるのだそうだ。その意味では，日本も，経済

生活がかなり上昇したのかもしれない。

私は，未だにハード ・コアを観ていない。 そのか

わり，というのもなんだが，ケーブルTVに加入し

た。アメリカには，普通のTV放送局とケーブルT

Vとがあり，ケープノレは受信料を払わないと観られ

ないやつだ。様々なケーフール局があるが，私は最近

の映画が観られるというので，ある一つを選んで加

入した。日本でも話題になった映画や最近のものま

でノーカッ トの無修正で観る乙とができる。 NHK

がそんな乙とをしてくれますか，皆さん。ただし

ハードコアはさらに特}.lIHc金を出さないと観られな

いのですが一一つまり出せばTVでそれが観られる

という乙とでもあるのですが一一。ただし強調し

おくべきは，ハードコアを扱っている映同館i乙限ら

ないことですが，映画館にかかげられるのは，映画

のタイトノレだけで，例の「扇情的なポスターや看板」

は全くないのです。表現の自由は，見たいとか読み

たいとか恩わない人が，その意志、IL反して見たり読

んだりする乙とを強いられない限η，認められるべ

きである乙とを，それは意味しているのです。いい

かえれば，自由とは，あくまでも「選択する乙との

自由」なのです。その意味でも，自由は，まさに西

欧的であるように思えるのです。

「紅白歌合戦」を何年ぶりかで最初から最後まで

見ました。それは， ロスの時間で12月31日の22時30

分から 1月1日の2時まで続きました。なんてった

って， 乙っちではNHKICコマーシャノレが入るので

すから。それはそうと，今回の紅白は，いったいと

うなったので、すか。 I日本はどうなるのだろう」と

いう感じさえしました。乙の数年の紅白は，その年

の男女のヒッ ト曲の優劣で勝敗が決まる傾向lとあっ

たので、すが，ナツメロ大会とはどういうことでしょ

う。 NHKの連中は，少々カラオケパーに通いすぎ

たのでしょうか。歌謡曲というのは， 川柳などと同

じでその時代の雰囲気を伝えるものであったはずで

気を出す乙ともできるでしょうに，舞台上の芸能人

をどうしてあんなにNHK的にしてしまうのでしょ

うね。

新聞やTVニュースIL占める国際情報の量もかな

ηのものです。乙れは，重要な国際問題ICアメリカ

が深く関与しているからでしょう。逆K.日本の報
道IL占めるその種の情報の少なさは，むしろ喜ぶべ

きかもしれません。というのは，外交能力が不足し

ているのに， 日本が首をつつ乙むべきではないから。

私の4人の子供のうち2人がパサデナ市立の小学

校IL通っています。彼らは英語を全く知りません。

どうなる乙とかと思いきや，親に似たのか結構ず‘う

ずうしくやっています。よく知られているように，

アメリカの小学校では，個性や才能をのばしてくれ

る，というのは事実のようです。 逆に考えれば，そ

れを示しえない子供は悲劇です。教師は少しも助け

ではくれません。何回か小学校K行きましたがー一

決まった授業参観日があるのではなく親が行きたい

時に行けばよいのですが ，その限りでは. I飛

び級」のない日本の，全員進級告IJ-ーし、わゆる「落

ち乙ほれ」をなくせばーーのほうが社会の発展のた

めにはすぐれているように思います。というのは，

美しい人はより美しく，そうでない人はそれなりに

成長できるからです。ただし日本社会の課題は，

個性のある子供をどうするかでしょう。教育学部の

学生の責務は非常に重い。というよりも，無資源国

日本にとって，大学教育は極めて重要で，学生は遊

ばしておいてはいけない，という印象を持っていま

す。

私のいるカ リフォルニア工科大学の学生をみてい

ると，昼間，学生がトランプlζ興じたり，という乙

とは決してありません。図書館等で実によく勉強し

ます。というのも，予習と宿題がとても多し、からで

す。そして「退学処分」がかなりあηます。それは

成績が悪い学生です。とにかく 2年間は，あるいは

4年間は，在籍できるというのではあめません。で

すから昼日中にトランプに興じられないのです。

でも遊ぶときにはよく遊びます。それでも，学生が

授業IL出ない乙とを自慢にする風潮は，そろそろ無

くしたいものです。

最後K，日本とアメ リカの実力の決定的な差を指
摘しましょう。それは国土の広さとかノ ーベノレ賞学

者の数ではなし、。ガソ リンの値段なのです。実に，

1ガロン(3.79 J.)が約1ドル。乙の乙との意味は

とても深いのです。なんでたって，エネlレギー源の

問題なのですから。技術的には，日本のほうが優秀

なと乙ろはかなりあηます。しかし，乙の世の中で

安いエネノレギーと高い技術力を持った国がアメリカ

以外にありますか。それだけに，中曽根内閣のよう

に，自衛隊への予箆を増やす乙とは，アメ リカへの

貢献にはなっても， 日本の科学技術能力の向上には

全く役K立ちません。むしろ，大学への予算をもっ

と増やすべきであるかもしれません。何はなくとも

技術だけは磨いておく，それが無資源、国日本の唯一

の選択肢です。ただし注意しなければならないの

は，技術を商品化するときの芸術的センスを欠いて

はなりません。というよりも.Arts and Sciences 

つまり，Liberal Arts (教養)が重要です。無秩序

の中IC秩序を見出すセンス，乙れは教える乙とはで

きないかもしれませんが，少なくとも教養部を文化

的l乙多様な状態にしておく乙とが必要でしょう。

カリフォノレニアだけでGNPが世界で第8位にな
るそうですが，乙れは， 無秩序のエネルギーによる

とζろが大きいように思います。神戸大の教養部は，

内外から多様な人々を吸収する体制lζ造りかえるべ

きかもしれません。単に建物の配置がわからない，

というのではなく，文化的に「明も東もわからない」

という状態を新入生に与えるほど無秩序な文化的雰

囲気を創り出したいものです。

(政治学)
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で乙れに対抗するとすれば，バレーボールの選手ぐ す。もし今の日本がナツメロでその時代を表現する

らいのものか。ただしアメ リカにプロのバレーが 乙とができる，というのであればそれはそれで分析

あったら，バレーもかなわなし、かもしれない。日米 する必要があるテーマです。まあ，おかげで帰国し

経済戦争の折，野球とバスケットは，テープで購入 た後で，私の持ち歌が飲み屋でなおも通用するらし

し，それをナイ ターの代りに放映したらよい。スポ い乙とは実に慶賀すべき乙とではありますが。

ーツが好きな人なら，それを見たら，甲子園で「カ それはともかくとして，歌手のショウマンシップ

ケフ」なんていうのがいやになるだろうし，原を応 を引き出す企画能力がNHKのスタッフに欠けてい

援しようとも恩わないだろう。 るのでしょう。歌手にもその能力が不足しているよ

そしてアメ リカン ・フッ トボーノレ。昨年，京大が うにも思えます。研究生活iζ拘束されてラスベガス

甲子園ボーノレに出場した乙とがかなり話題になった にはとうてい縁があめそうにもないのですが，たま

ようだが，フットボーノレに関しては本当に何もいい にTVでみるバラエティ ・ショウは実に迫力があり

たくはない。ただ，経済学者の分析によれば，経済 ます。そもそも「歌合戦」というのが村祭ηの発想、

水準があがると，野球よりはフットボーJレを見る人 なのでしょうが，それはそれでもっと楽しめる雰囲
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KOMMUNlKATION DURCH KUNST 

Sigrid Karkavelas 

Wenn man die Treppe zum funften und sechsten Stock eines Hochhauses 

am Kusugawa-Bahnhof hinaufsteigt， begrust einen der charakteristische 

Geruch von Salpeters亙ure，Petroleum und Druckerschw菖rze. Offnet rnan die 

Tur mit dem auff且lligenSchild aus Kupter，工stman gleichエnder Radier-

werkstatt des Oototsu-Ateliers. $0 oft es meine fre工eZeit erlaubt， bin 

ich dort und schlage mich mit dem Radieren und mit meinen Phantasien 

herum. 

Die Werkstatt besitzt ein Fluidum， das fur mich sehr stirnulierend ist. 

Es ist die Atmosph誼reder Werkstatt. Radiernadeln， Schmirgelpapier， Werk司

zeuge zum Glatten， zum Schaben und Kratzen liegen herum， an den W五nden

stehen unz亙hligePlatten und Behalter. Es herrscht die Unordnung der 

Arbeit. Man macht sich die H亙ndeschmutzig. Die Haut wird r工ssigund rauh. 

Diese Gerate bringen die oft feinen， pr亙zisenFormen auf den sp昌teren

Radierungen hervor， die die muhselige Arbeit zu negエerenscheinen. 

Der Umgangston ist freundschaftlich. Gespr珪che，Kaffeetrinken， Essen， 

Warten auf eine Idee， Ballspielen usw. unterbrechen oft die Arbeit. Das 

Atelier hat viele Mitglieder， die zu verschiedenen Zeiten dort arbeiten. 

Manchmal， zu Stoszeiten， wenn eine Ausstellung bevorsteht， ist es eng. 

Alle Tische sind besetzt， an die Pressen ist nicht ranzukor問問. Doch jeder 

nimmt Rucksicht auf den anderen. Man ist auf die Zusammenarbeit aller 

-angewlesen. 

Fur mich ist diese Arbeit die Erfullung eines lange gehegten Wunsches. 

Als ich fruher in Amerika lebte， gewann ich durch so einen Kurs Freunde， 

die meine Interessen teilten und uberwand dadurch eine gewisse Is01iert-

heit. Es scheint mir， das hier in Japan dieser Schr工tteinen ahnlichen Weg 

offnet. 1n Japan sind die Andersartigkeit der Kultur， das Fehlen guter 

Sprachkenntnisse Hemmnisse auf dem Weg einer echten Kontaktaufnahme， ohne 

die man sich leicht ausgeschlossen fuhlen kann， will man nicht nur mit 

Auslandern verkehren. Umso uberraschter war ich， als ich feststellte， da日

durch das Medium der Kunst eine Kontaktbasis hergestellt werden kann， eine 

Kommunikation und Sprache， die ich n】Lchterst zu erlernen brauche， die allen 

Beteiligten gemeinsam ist: Bilder， Begriffe aus der Kunst， Kataloge， Ge-

spr亙cheuber Kunst， Japan， das Ausland， gemeinsame Ausstellungen， wenn auch 

bruchstuckhaft， halb verstanden vielleicht， oder nur erahnt， bauen Brucken. 

Auch ist wohl diese Geme工nschaftim Atelier Oototsu eine besonders enge， 

rnenschliche， nicht komrnerzialisierte. Hilfsbereitschaft， Teilen， Anteilnahme 

werden gro日geschrieben. Ich fuhle rnich dort wohl und bekomme einen weiteren 

Einblick in das Funktionieren einer japanischen Gruppe， in die unz草hlige

Nuancen der Sprache， die ich nur wenig spreche. Es ist ein Lernen am prak-

tischen Modell. Oft komme ich mir sehr schwerf五lligvor in diesem funktio-

nierenden und fein abgestirnrnten Mechanismus， wo jeder scheinbar weis， wo 

sein Platz ist. 

Wie kam ich hierher? Ich lernte den Graphiker Shoichi Futarni und seine 

schonen und poetischen Farbradierungen kennen. Er spricht gut Deutsch， war 

mehrere Male in Deutschland， wo er auch diesen So四nerwieder ausstellt， so 

das wir keエneVerst亙ndigungsschwierigkeitenhatten. Durch ihn kam ich nach 

Kusugawa. Es entsteht eine Freundschaft durch die Kunst und ich bin dankbar 

fur die Hilfe， Gastfreundschaft und Offenheit， die ich uberall erfahre. 
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芸術が結ぶ縁

ジークリット ・カノレカヴェラス

阪神久寿川駅の向いにあるビノレの階段を六，七階まで昇ると硝酸や石

油や印刷インクの匂いが漂って来る。銅板の依，った扉がすぐ自に入る桝

乙れを開けるとそ乙がアトリエ凹凸のエッチング工房である。私は暇さ

えあれば乙乙IC来て，銅板と私の空想を向うに回して格闘する。

乙の工房の空気は私を強く刺激する。それは活気ある仕事場の気だ。

食刻針，紙錦，磨き削り掻くための工具があたりに散乱し，四方の墜に

は板や瓶類が隙なく並ぶ。仕事場特有の乱雑さ。手は汚れ，膚は荒れ，

ささくれ立つ。乙うして乙乙にある器具を操り，油とインクにまみれて

始めて一枚の銅板画が生れる。その精巧繊細な画面から乙の苦労は想像

し難し、かも知れないが・

乙のアトリエでτの付き合いは和やかなものだ。制作の合い聞に，雑談，

瑚排， お八つ，着怨待ち，球戯と実に色々なことをする。会員は沢山い

るが，いつもは各自が好きな時!C来て制作する。しかし展覧会が近つ唱く

と乙乙もラッシュアワーなみの混雑で，仕事台はすべて占領され，プレ

スはなかなか空かない。だがそれは他人を押しのけて，と言うのではな

い。他人への配慮全体の協和は皆がいつも忘れないでいる乙とである。

乙ういう共同作業乙そ私が久しく求めていたものだ。以前アメリカに

いた時も同じようなサークルで同好の士と知り合い，それでアメリカ人

と私の聞にあった壁のようなものを乗り越える乙とができたのだが， 日

本でも今このアトリエから同じ道が開けてくるように思う。風習の違い

や言葉の障壁があって，日本にいる外国人はなかなか日本人と腹を割っ

た付き合いができない。外国人仲間だけの付き合いで十分だと言うなら

別だが，日本人と も親しく付き合いたいと願い出すと，近つ、こうとして

近づけないもどかしさに悩むζとになる。こういう事情をよく知ってい

るから，芸術という媒体を通してふれ合いの基盤が生れてくる乙とに気

づいた時，私は少なからず驚いた。改めて覚える必要のない言葉，乙こ

の誰もが知っている言葉ーーすなわ主絵，芸術上の概念，カタログ等を

通しての意思疎通。芸術，日本，外国，共同展覧会等について交す会話，

それも切れ切れの，半分しか分らない，半IJじ物のような会話。ー乙れが

私と日本人の問に橋を架ける。

アトリ エ凹凸での協同の活動は親密で人間的なものである。そζlと商

売勘定は一切入って来ない。人を助け，人と分つというのが乙乙の綱領

である。だから乙乙は頗る居心地が良いのだが，私lとは日本的集団とい

うものの機能や日本語の細かいニュアンスを一層深く掴むととのできる

有難い場所でもある。乙れは文字通りの「実習」と言えよう。日本的集

団ーー との微妙に調節されて滑らかに動くメカニズムの中では，誰も皆

状況に応じて素早く自分の役割を覚る。その中IC入った私はしばしば自

分の鈍さを痛感するのである。

私が乙民lζ来るようになったき っかけは，版画家二見彰一氏の詩情溢

れる色彩版画そ知ったことにある。二見氏はドイツ語がよく話せる人で，

何度もドイツに行った乙とがあり，今夏もかの地での個展開催が決って

いる。そういう人だから会うとすぐ話が通じた。その二見氏の紹介で久

寿川のア トリエ!C入ったのである。乙うして芸術の仲立ちで友情の鮮が

結ばれた。誰もが私iζ手を延べ，心を開いて迎え入れてくれる乙とを有

難く思コている乙のζろである。(独語)(桜沢訳)

35 -



ーエッセイ

北 京に て

大学生の頃，ほんとうは，イ語・ロロ語・モソ語

などの「少数民族Jの言葉が勉強したかった。アル
ファベットや漢字にはあきあきしていた。当時，京

都大学の西田龍雄先生が商夏語の解読で脚光をあび

ておられた。西i童文字の復雑さが戦傑的であった。

旬奴の末商といわれるハンガリ 一人の娘iζ恋をして

ラブレターを書くためにのみノ、ンガリ一語を勉強し

た。モンコツレ平原やチベット高原， シルクロードに

思いをはせながらそれらの地域の言葉をながめてい

た。しかし中国文明の偉大さといやらしさにも十

分末練があり，いやだいやだと思いながらも中国語

の勉強を結構まじめにした。その頃のドグマでは，

偉大な中国民族の言葉を専門にしつつさまざまな言

語に手を出す乙とは邪道であるかのように恩われた。

チョムスキーの影響が徐々にしみわたってきて，世

界の言葉は普遍的側面を強くもち， どんな個別言語

の研究も，人間の言語の解明という共通の目標を持

ち得る乙と斜 私が身をおいていた世界でも了解事項

となって行く中で，私はうまうまとその波に乗り，

対照言語学専攻という看板をかかげる乙とに成功し

た。もう中国語のみにとらわれる必要はなかった。

対照言語学というのは，言語を系統的つまり歴史

的に親属関係にあるかどうかといった立場でみるの

ではなく，どういうパターンの言語かという観点か

ら言語をみる。たとえば，完了表現はどのようにお

こなわれているか CI宿題をしてある」のように日

本語でも英語などと同様・have'!ζ相当する所有動

詞を用いる乙とは注意されてよい)， はたまた，鼻と

口の問のヒゲをはやしたりする部分の乙とを「鼻の

下」というのか，それとも「口の上」というのかな

どなど，そ乙ではすべての言語が平等である。

此度，中国の各大学の日本語の先生方の再教育機

関で，日本語と中国語の対照研究の授業をするため

に，北京に派遣されたととにたいして，そういう訳

で， してやったりという思いを禁じえないでいる。

ますます少年じみるが，中国人と日常的lζ中国語

の問題についてやり合えるというスリノレはさておき，

私を最も興奮させるのは，私の授業の熱心な聴講者

の中iζモンゴル族の青年がおり，三度にわたる，シ

ルクロード，内モンコ、ノレ，雲南省への旅で，あ乙が

れのウイクツレ族やチベット族， モンゴノレ族，イ族の

人達fL私がながめられるという体験であった。 I日

本族の方」と呼びかけられた乙とや，同行の欧米人

達がシルクロードを奥深くはいって行くに従って私

中川正之

とは逆に故郷lζ近づくかのように元気になっていっ

たζ となど， I民族」が日常生活の中Kあった。具

体的なととをひとつひとつのべていたらき りがない

し，とうてい私の表現力では消化しきれない。ただ

巨大な中国文化を目のあたりにして，自分もまぎれ

もなくその文化の周辺民族の一つに属するものであ

ったという乙とが実感できた乙と，それだけは確実

で，昨年の10月以後降水を見ず，最高気温が氷点下

5度というかわいたつめたい北京にいても，なにや

ら暖く余音を残している。私はそれらの体験を，そ

して少年時代からの夢をひとつひとつ反努しながら

「日本族」の住む島へ帰る準備をしている。帰国ま

であと20日。(中国語)
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フンボルト研究員として

西ドイツのAlexandervon Humboldt財団からの

研究奨学金を受けて，一年間Wuppertal大学物理

学教室で研究する乙とになり，一昨年 (1981年)9 

月30日，フランクフルトへ向けて日本を飛び立った

とき，始めての外国生活l乙対する期待と不安の入灼

まじった複雑な気持であった。何しろ今まで一度も

飛行機fL乗った乙ともない僕にとって，これから行

くドイツという国がし、ったいどんな固なのか，全く

予備知識もなく，日本でやった 1<::わか勉強のドイ

ツ語にも全く 自信がなく，正直いって不安の方が大

きかったが，それでも飛行機に乗り込むとほっとし

たのは日本での生活があまりに忙がしく， 余絡がな

いためであったろうか?とにかく 10月l自には(モ

スクワでの トランジットの際，乗りかえた飛行機のエ

ンジントラフルで予定より4時間あまめおくれて，フ

ランクフノルレトでホテノルレを見つけたのは夜の1ロ2時を少し
まわつていたカがtり)もうドイツの人となつてしい、サT士た、よ:
さつそく次の日iκ乙汽車でヴヴ、ツγノパf一夕一ルの町まで行
き色，大学lに乙出て{僕業のh加os討tprofessorのシリンググ、教授

lにζ会い，乙れから一年間生活するためのアパート探

しのために新聞広告を出してもらったりして，数日

そ乙lζ滞在した後，再び汽車iζ乗ってドイツ語の訓

練を受けるために7 ンハイムという町へやって来た。

フンボルト研究員は原則として研究生活開始の前1<::，

最高6ヶ月までのドイツ語研修が義務づ.けられてお

り，僕は出発前iζ提出した書類で2ヶ月を希望して

いたが，後になって少くとも4ヶ月を希望しておけ

ばよかったと後悔した。ともあれマンハイムのゲー

テ協会での ドイツ語の勉強が始まった。始め，面接

のとき今までやってきたドイツ語歴などについて簡

単な乙とを ドイツ語できかれたが，何を言っている

のかさっぱり分らないのでポカンとしていると，き

れいな英語で閉じ質問をやってくれた。乙の面接が

クラス分けの試験をかねていたようで僕はGrund-

stufe nという初級のクラスであった。授業に出て
驚ろいた乙とはその講義のやり方であった。テキスト

は一応与えられたがテキス卜通ηにはやらなかった。

一日5時間，朝8時から午後l時まで，適当な休 けい

時間をはさんでものすごいつめζみ教育であった。

毎日やる乙とが変り，たとえば，1時間目は本読みと

討論，2時間目は文法，3時間目は討論， 4時間目は

スライドをみながらヒアリングと討論 5時間目は恋

人に手紙を書く乙と(先生から恋人lζ手紙を書くよ

うに言われた時，あまり1<::まじめ吃受取り過ぎて，

森井俊行

「僕i乙は妻がおり恋人はし、ないから書けない。」と冨

ったら 「乙れはSpiel(あそび)だから，だれかを恋

人にして適当1<::書きなさい。Jと言われて教室で大
笑いになった乙とがあった。)など，生徒が飽きるヒ

マがないように目まぐるしく変化したが，全体とし

て文法もやさしいものから難かしいものまで系統的

に教えられた。テス トは毎日のようにあったし，ま

た毎日多くの宿題で，我々生徒はみんな毎日 3-4

時間も寮l乙帰って勉強せざるを得なかった。その上

クラスの友達はみんな日本語の通じない外国人で，

たとえば教室で僕の右にすわっていたコロンビアか

ら来て l才の子供をかかえて数学の納強をしている

女子学生のキンテロさんはスペイン語を話すが英語は

しゃべれなかったし左どなりのカナダからきてドイ

ツで働きたいという18才の女子学生のメキノソンさん

は英語はものすごくうまいがスペイン語はダメ，中

国からの研究者の場合中国語以外ほとんど話せない

人が多いし，その他アフリカ，中南米，アジア，アメリ

カ.東西ヨーロッぺ中近東とあらゆる国から集まっ

た生徒の間で、共通の言葉は結局ドイツ語しかなく，

学校でも寮でもすべてドイツ語にたよらざるをえな

いため，みんなむちゃくちゃなドイツ語を必死で話

したが，乙れはとても楽しい経験であったし，乙れ

が結局ドイツ語の学習に非常にし、し、勉強になってい

た。生徒の多くは ドイツの大学で勉強するために何

らかの奨学金を受けてやってきた若い学生，大学院

生や研究者であったが主婦や会社員などもいた。毎

週のようにパーティーがあったり，週末fLはゲーテ

協会の組織したパス旅行があったりして， 10年位い

若がえった気分でみんなでワイワイやっている内l乙

2ヶ月はあっという聞に終ってしまった。乙の2ヶ

月間の経験は実に楽しい，すばらしいものであった。

乙の期聞に，何とかドイツ語がしゃべれるようにな

っただけでなく， ドイツとはどんな国かということ

のおぼろげながらのイメ ージが出来，その後の生活

1<::大いに役立った。

2ヶ月のドイツ語コースの終了後，本来の物理の
研究fL入るために再び、ヴッパーターJレKもどってき

た。 12月lとは家族も合流し我々の新しい生活が始ま

った。それからの一年間，実l乙色々な乙とがあった

が乙乙では大学の乙とその他について簡単にふれる

だけにする。

ヴッパーターノレの町はライン川の流れがドイツの

ノレーノレ工業地帯へ流れ込む少し手前， ケルンから北
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へ汽車で約30分の位置にあり，ノレーノレ工業地帯の東

のはずれにあ灼労働者の多い町で，エンゲノレスの生

まれた町でもある。タールというのはドイツ訴で谷

という意味であり. !lirの中心を桁れるヴッパ一川を

へだててゆるい両側の山肌IL広がった町で，田Iの交

通機関としてヴッパ一川の上を川の流れにそって，

シュヴェーベパーンという世界最初のモノレールが

走っていて，我が子も毎日乙れに乗って小学校へ通

っていた。さてWuppertal大学は僕のアパートの向

かいにあった古し、建物が，数年前lζ川をへだてた反

対側の丁度我が家のアパー卜の窓から正面lζ見える

位置にりっぱな建物と共lζ移転したとの乙とであっ

た。昨年は丁度創立10周年という乙とで，僕が物理

教室でやったセミナーの話しも10周年記念の記録と

して残されていた。物周教室の理論部門の教授はシ

リング教授を含めて8名おり，内3名は外国人(イ

タリア， イス ラエノレ，オーストリア)で，その他lと

も任期付きの助手クラスの人が数人いたが，ほとん

ど素粒子の場の理論関係の研究をやっており僕のや

っている素粒子の現象論をやっている人は少なかっ

た。実験部門にはもっと多くのスタッフがし、て全体

として物理学部の建物は堂々としたのっぱなもので

あった。大学ではセメスターの期間中は毎週のよう

にセミナーがあり色々な人が来て話していくが， ド

イツ人以外の研究者がくる乙ともしばしばで，その

時はすべて英語になる。そして時にはセミナーに招

待された人が一泊していく乙ともあり，そんな時は

セミナーの終った後みんなでレス トランへ行き，食

事のあと大抵はセミナーに招待した教授の家へ行っ

てワインを飲みながらワイワイ遅くまでしゃべる。

大学は夏学期と冬学期の二学期制で，それぞれ4ヶ

月あり，残りの4ヶ月は休みである。ドイツでも学

期が始まると講義の他lζ各種委員会があったりして

雑用が多くて研究時間がとれないと教授連中がぼや

いていたが，それでも夏休みには長い休暇をとって

大学に乙なくなるし，毎年だれかはサパティカノレで

大学の義務から完全IL解放されている状態をみると

我々よりはるかに余絡があるように思えた。 ドイツ

では教育は相会的事業であり国家がそれを保障する

という考え方が強く教育費の自己負担は日本にくら

べてずっと少ない。たとえば学生は一学期当り約40

DM (4β00円)払えばすべてO.K..後は個人の自由

で健康保険を含む保険代として月々約50DM(保険

料も学生だとぐっと安い)位いを保険会社に払うだ

けであり日本のように高い綬業料を払う乙ともない。

また学害IJの特典も大きく学生は大変ありがたい身分

のようだ。学生はよく勉強もしているが大抵はガー

ルフレンドやボーイフレンドーがいて， 夏休みともなる

と自転車でヨーロッパ一周をやる者もおめ楽しそう

だ。ただ最近ではせっかく大学に入っても就職の見

通しがなく途中でやめて新しい職業を求めて方向転

換する人が増えてきたということも|却し、た。乙れは

最近の西 ドイ ツ経済のかけ‘りの反映でもあろう。失

業者は 200万人を乙え，最大の政治課題は失業問題

である乙とは毎日のニュースでも明らかであった。

さて， ドイツでは季節は一応森夏秋冬とあるが実

際には永い冬と短い夏だけだともいわれる。 ドイツ

の寒い永い冬はいつもどんよりとして陰気で，人々

は乙の暗い冬lζ打ち勝とうとするかのようにワイン

を飲み友と語り合う。我々も冬の聞はよく招待を受

けたり招待したりした。冬は交際のシーズンであり

オペラやコンサートもいい出し物が集中する。一方

暖かくなめ 5月ともなると人々の関心は夏の休暇(

ウアラウプ)のす乙し方に移る。そ して少しでも太

陽が明われると，大学の芝生であろうと，公園であ

ろうと，家のノVレコニーであろうと，すぐハタカにな

る。彼等が太陽を求める気持の強さは我々日本人lとは

ちょっと理解しかねる位いだが，永い冬をドイツで

過乙してみて始めて少し分ってきたような気がする。

冬の次には春がくるという乙とは，日本にいると実

に何でもない当ηまえの乙とであるがドイツに住ん

で始めて春がくるという乙とが特別な意味があると

いう乙とを感慨深く感じたものである。それ程ドイ

ツの冬は厳しいといえる。それだけに夏の休暇は特

別に重要であη，一年間の内の一大事のように休暇

を有意義に過乙そうと必死になる。それにひきかえ

我々日本人の休暇の過ごし方はどうであろうか?先

日の総理府の「余暇と旅行に関する世論調査JICよ

れば，国民の余暇時間の過ごし方は3日間以上の連

休の場合でも「テレビ・ラジオ・新聞・雑誌などの見

聞きJ29% ["何もしないでのんびηするJ21 %で約

半数がコロ寝・ストレス解消型という。それでも生活

にゆとりがあると答えた人が511ちおり，また最近一

年間IC["一泊以上の観光・レク リエーション ・スポ

ーツなと、のための旅行j をした人は46~ぢとの乙とで

あるが，ほとんどの国民が3-4週間の休暇をとり，

しかも土日は完全に休み(一般の商庖・デパート等

は土曜日の午後2時までで，日曜日は休み)という

ドイツと上の数字の示す日本の状況をくらべてみて

我々は何を感じるであろうか?

と乙ろで7月の始めに全てのフンボルト研究員と

その家族がボン1L3日間招待された。講演や演奏会

の他，大統領主催による大統領官邸の裏庭での野外

レセプションを含む各種の倣:しがあめ，辰後iζは一

日がかりでライン川下りを楽しませてもらい，また多

くの他のフンボノレト研究員とその家族とも知り合いに

なれてとても有意義であった。ボンへの招待以外に

も3月にはエアランゲンへの招待.5月には西ベノL>)ン

を含む西 ドイ ツ全土にわたる 3週間のパス旅行への

招待，ゲーテ協会でのドイツ話学習の費用の全額援

助，また研究期間cTI乙ヨーロッパで開催される研究

会や学会などへの出席の際には必要な旅費の援助が

受けられること(ちなみに僕の場合，一年間に4回

の国際会議出席と帰国前l乙ジュネーブのCERN(ヨ

ーロ ッパ共同原子核研究所)へ行くために，合計2.3

00 DM (23万円)もの援助をもらった)等，我々外国

人のフンボルト研究員(毎年約1300名)とその家族lζ

対してその援助はなみなみならぬものがある。乙れ

らを組識するフンボノレト財団とそれを支える西 ドイ

ツ政府の力と考え方にくらべて. GNP世界第2位

の続済力を自負する日本で乙れだけの乙とが出来な

いのはなぜであろうかと思わずにはいられない。

僕にとっても家族にとっても乙の一年間のドイツ

滞在は短かかったけれどもとても印象深い一年間で

あった。多くの友人も出来たし， 中には“du"で呼ば

してくれと言ってファーストネームで1乎び合う間柄

になった家族もいる。(“du"で呼ばれても乙ちらは

"Sie"しか必要なかろうと思って."du"の湯合のillIJ

詞の格変化などきちっと覚えていないのでとまどっ

てしまうが。)とにかく一年間ドイツに滞在してみて，

一番強く感じた乙との一つは僕ははたして日本の乙

とをどれだけ知っているであろうかという乙とであ

った。ドイツでは多く の人々に日本人自身の乙と，

日本の暦史の乙と， 政治の乙と，文化の乙と，戦争

の乙と，広島の原爆の乙となど色々の乙とをきかれ

たが何一つ正確に答えられたようには思えない。今

度またいつの日かドイツに行くことが出来たら日本

の乙とをもっと勉強して彼等ともう一度じっくり話

してみたいと思う。 (物理学)

ヴッパーターノレの乗りもの

(シュヴェーベパーン〕

nD
 

q
u
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学生便り

このごろ想うこと

去年父iζ死なれて，自分自身の生を含め人間の生

について深く考えざるをえない。社会と接触する毎

にひっくり返ってきた私。 32になるまで仕事にも

就かず，大学にも行けなかった私。その乙とについ

てただの一言半句クチをいわなかった父，優しかっ

た父の心の広さが分ってくるにつれ，自身の愚かさ，

心の狭さがみえてくる。生前，話らしい話をほとん

どしなかった父が一言「なあ尉郎さん，世の中の物

事というものは，なかなか自分の思い通りにはし、か

ぬものだて。それはとの歳になる私には良く分っと

る。」今だに一目でも父IC会いたいと思う。と同時に

二度と会えぬζとも又明白なのだ。せしてつくづく

想う，人の生命の貴さと不思議さ，私に与えられた

時の貴重さを。生は死によって限られているから乙

そ，無限の価値を持ちうる。そのような人聞にとり，

絶対的価値を有するものはただ生命だけであり，そ

の他の一切の価値は，いわば我々自身iζより作り出

された仮の相対的価値を持つにすぎない。とすれば，

どのような人も生命という価値の観点よりみれば相

等しいといわざるをえない。自己と他者の生命が価

値において等しいというとと ζそ，人間IC関する全

ての思考の出発点ではないだろうか。では，そのよ

うな生命に真の意義を与えるものは一体何であろう。

人間であるととの本質的哀しみ，それは我々が移ろ

いゆく時の流れの中でのみ生存を許された存在にす

ぎぬ乙と。つまり 1 時の流れの中に一瞬として停ま

りえないととではないだろうか。だから ζそ逆lζ生

は愛おしく，無限の意味と輝きを持ちうるのだ。人

はまさしく死ぬために生きる。そのような我々に残

された途はただ2つしかありえない。時IC流される

か，時を切り拓くか。無自覚的生と意志的生，意志

的生とはどのような生であろう。それは本来の自己

を実現せんとする生，すなわち天から授かった自ら

の独自の性質，個性をさらに自分自身の意志の力に

よって磨き，伸ばしてゆく ζとではないだろうか。

自らが明確な目標を樹て，現実の自己と目標との距

離を学習という自己能力の拡大を通じ一歩ずつ埋め

てゆく過程の中に乙そ，精神の進歩，生の充実があ

るのではないだろうか。しかし，それにはまず自ら

の生に対する愛が必要なのです。では愛とは何でし

ょう。小さな自己を捨てて，他者を活かすととによ

って，より大きな自己を拾う ζとではないでしょう

か。だから ζそ愛は普遍であり，歓びなのです。も

しそうだとすれば，歓びのない学習，自己の能力の
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拡大のない学習は学ぶという名IC価しない。なぜな

ら学ぶとは個我を滅却させ，普遍我と一体になる乙

と.すなわち、己を空しくし対象iζ没入する ζとに

よって，より大きな自己lζ目覚める乙とでありまし

ょうから。人が頭で理解できる乙とは高が知れてい

ます。本当lζ分るとは人が全存在を賭けたときiとで

はないでしょうか。愛のない人生が生きるに価しな

いのと同様，学ぶ乙とのない人生も生きるには価し

ないでしょう。

では，精神の進歩，生の充実は自らが積極的lζ学

ぶという姿勢だけで十分に達成できるでしょうか。

それは必要な条件ではありえても，十分な条件では

ないような気が致します。というのも，我々が精神

の進歩、生の充実を感じるのは，大きな困難に打ち

克った時だからです。乗り越えてきた困難が大きけ

れば大きい程，我々は生の充実を感じるはずです。

すなわち，安逸や容易さではなし困難や障害乙そ

が我々の生の充実にとって不可欠の要素なのでは。

人間，生きである限り可能性は無限なのだと信じ

たい。私は障害者として生れ，障害者として生き 1

障害者として死ぬ。しかし，それを恥じるととなし

むしろ，障害者として生んでくれた乙とを父や母lζ

感謝できる，そのような人間として生きーかっ死に

たいと願う今日 ζのとろです。

(法学部第二課程学生)

日本ライン下りを楽しむ本学留学生諸君

INTRODUCING MALAY 80NG8 

Before I make any comparison， 1et me in七roducetwo Ma1ay songs which are 
sung in Ma1aysia. The七wo songs are 'Ca Ca Marica' and 'Bengawan 8010'. 

Can Mari Can 

Mana Dimana Anak Kamb工ng 8aya 

Anak Kambing 8aya Ada Dikampung Baru 

Mana D工mana Jan七ung Hat工 Nona

Jan七ung Ha七i Nona Yang Pakai Baju B工ru

Can Mari Can Hey， Hey (2) 

Can Marュ Can Ketipung payung 

The song above is a 1igh七 en七ertainingsong sung usua11y by the young 

peop1e wi七h the in七entionof七easingnew1y made coup1es. 

The firs七 two 1ines can be of any七hingand have no specia1 mean工ngin 

七he song. Its main purpose is jus七七obeau七ify七hesong by making the 1ast 

word from the firs七 1ine to rhyme wi七hthe 1as七 wordof the七hird1工ne.

S工mi1ar1y七he 1as七 wordof the second 1ine七orhyme with the 1as七 wordof 

七hefour七h 1ine. 

For examp1e: 

(ls七 1ine) '8aya' 'Nona' (3rd 1ine) 

(2nd斗ine) 'Baru' 'Biru' (4th 1ine) 

The七hirdand four七h 1ine form the theme of the song. The first七wo

1ines have no connec七ionwi七hthe七hemeof七he song. This type of song 

is ca11ed 'pantun'， or old type of Ma1ay poe七ry. There are poe田swith 
'4 1ines'， '6 1ines'， or '8 1ines'. Tha七 the1as七 wordof one 1ine must 
rhyme with tha七 ofthe a1七ernate1ine is the charac七eristicof this kind 

of popu1ar Ma1ay song. 

'Mana Dimana Jantung Hati Nona' 

(Where is your 10ver， Miss工e)

'Jan七ung Hati Nona Yang Pakai Baju Biru' 

(The 10ver who wears 七he b1ue shir七/b1ouse)

The fユf七hand sixthユines are jus七七he chorus; something 1ike 'Vive 

1a， vive 1a， vive L'amour' in the song 'Vive La Compagnie'. 
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The 'pan七un' type of Ma1ay song， genera11y speaking， is f1exib1e. The 

firs七七M口 1ines can be changed if the singer wants七0; just as 10ng as七he

rhyme of the song is main七ained，the s七ructure of the song wi11 no七 bespoi1t. 

This song c丘n be sung by many peop1e. The atomosphere of the song changes 

if sung by different peop1e. For examp1e， if i七 is sung by the 10vers them-

se1ves， i七 gives the reader the fee1ing七hathe or she is searching for her 

'swee七-heart'. 1f i七 is sung by a third-par七y，the reader is given the fee1-

~ng 七ha七七he singer is ind工rec七1yusing this song七otease the young coup1es. 

1t can a1so be considered a ch工1dren'ssong. 1f the song is sung by the 

former，七heword 'Nona' has to be changed to 'Saya'(Me)， but if i七 is sung 

by the 1a七ter，七heabove song is used wi七hou七 havingto change any words. 

Ma1ay 10ve songs se1dom have a sad touch because in the Ma1ay Su1tanate 

period，七he su1七anahad to be en七er七aineda1most every day. As such， song-

wr~ 七 ers were ordered七o compose merry songs which usua11y have a fast tempo. 

The songs were most1yユロ七he 'pantun' form. This七ypeof Ma1ay song is 

usua11y fic七i七iousand i七 doesnot con七ainso much of the composer's experi-

ence or fee1ings as we can find in 'Ann工e1aurie' or 'My 10ve 1s 1ike A 

During a drough七，i七 has 1i七七1ewater and during the rainy season， the 

river overf1ows with wa七er. As the river is 七heon1y 1ine to 0七hercoun-

七ries，during the drough七，when七heriver is sma11， business is bad and vice 

versa. 

The s七ructure of 'Bengawan Solo' is d工fferentfrom that of 'Ca Ca Marica'. 

1t has no 'pantun' verses， rhyme is not stressed and the mean工ngof every 

sing1e sentence is connected七othe others. The pattern is more 1ike七he

songs we sang in your c1ass. But nowadays the second pattern is get七~ng more 

popu1ar and slow1y the difference be七weenMa1ay and Eng1ish songs are dis-

appear~ng . 

(A student study工nga七 KobeUniversity) 

For Your 1nforma七ion:

Red，Red Rose'. 
As was mentioned before，七hesong must be a happy song， the composer's 

wri七ingabi1ity is very res七rainedand so，七he songs become stereo-typed. 

Aユso，Ma1ay songs were se1dom 10ng for fear tha七七he su1七邑nmユgh七 getbored 

wエ七h 七he song. Eng1ish songs are usua11y re1ative1y 10ng and detai1ed 七00.

On七he0七herhand， songs 1ike 'Sucking Through A S七raw'is qui七elike 

'Ca Ca Marica' because it is 1igh七， merry and entertaining. Ma1ayan patri-

otic songs or songs about war were not heard because during the su1tana七e

period， i七 wasa 'must' 七o sing on1y 'Merry Songs'. Therefore war songs 
were not popu1arized. Then patriotic songs are considered sensitive issues 

and so se1dom composed. 

プンガワン ソロ

かわら白は ソo町ながれ

いわれをk，めて 今日 も流れる
. .‘" 
乾燥期!三 木かわけど

る九流
目上
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海/!I~ー 訳詞

BENGAWAN S010 

Bengawan Solo， Riwayat 1ni 

Sedari Du1u Jadi Perhatian 1nsani 

Musim Kemarau， Tak Seberapa Air Mu 

Dimusim Hujan Air Me1uap Sampai Jauh 

Mata Air Mu Dari Solo Terkurung Gunung Seribu 

Air ~enga1ir Sampai Jauh Akmirnya Ke1au七

I七u Perahu Riwaya七 Mu

竺ーす 品、政監
Kaum Pedagang Se1a1u Naik 1tu Perahu 

'Bengawan Solo' is七hename of a river. This river caught the atten-

七ionof many peop1e because of the importance to traders. 
一---胆--一一一一一一
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一教養部のうごき一

人 事 里 動

57年10月 1日 独語 講 日市 原 克 採用

57年10月16日 英語 助教授 井上 健 昇任

57年 12月31日 用度掛 文部事務官 伊藤直子 辞職

58年 1月 1日 地学 助教授 宮田隆夫 昇任

58年 3月31日 英語 教 授 前野 繁 辞職

58年 4月 2日 文学 教 授 小島輝正 4月 1日限の停年退職

58年4月2日 文学 教 授 和田 賀 4月 1日限の停年退職

(注 1) 

要求書

1982年10月16日

神戸大学教養部長 井沢義雄殿

神戸

執行委員長

貴当局iL対して下記のとおり要

記

l 車編入構規制について

イ 現在，六甲台全学部において，とりわけ夜間

において行なわれている車編規制について，と

う考えているのか。

ロ 教養部においても，昼間は車禰入構規制が行

なわれているが，その実体と，乙れまでの経過。

ハ 相互乗り入れをする教養学部生が六甲台学部

への入構を拒否されているが，乙れについて.

どう考えているのか。

2 寮食堂問題に関して

事務室iとおいて10月1日付， 学生部発行の「

当面する学寮問題について(その 2)Jという

ビラを全E課程生へ配布しようとしているが，

乙れは，学生部当局の寮生との話し合いを無視

した，まったく一方的で不当なビラである。

乙のビラを配布するようになった経過と，教

養部当局の寮食堂問題fC:関する考えはどうなのか。

3 上記1， 2について。 10月23日までに文章で回答

されたい。 以上

学生自治会との交渉経過
( 1 982 年 8 月 18 日~ 1983年 1月26日〕

10月13日

び

長

よ

口

民

お

委

長

生

口

貝

品

字

委

部

治

養

且

F

教

室
.

.

 

崎

接
.

.

 

美

応

-
E
員

階

側

委

側

1
生

治

学

棟

学

自

大

A
 -者

所

席
場

出

0ブルーコ ピーの件等。
交渉内容 :0学生自治会と学生委員との

交渉lζ際しての原則の確認(出

席者資格，要望書の書式および

提出期限，発言，交渉時間等に

ついて)0六甲祭期間中の休講

措置および六甲祭fL対する援助

等について。

および学生委員全員

連絡事項:0ロッカ ーの件 O選挙用ど
ラの撤去について OB棟入口

およびロビーの開放について

(注2) 

備品要求書

1982年10月18日

第二課程学生自治会との交渉経過
神戸大学教養部長 井沢義雄殿

神戸大学教養部第E課程白治会

執行委員長 . 

下記のとおり備品を早急fC:要求しま 90 

記

蛍光媛 40ワット， 120 c皿 8本

(東芝ネオライン酌ピ y …タ¥
-FLR40S'W/Mか，同型のものj

以上

( 1 982 年 8 月 1 日~ 1983年2月15日)

8 2年10月16日 車車両入構規制及び寮食堂問題につ 10月27日 26日付の要求書に基づき話し合い

いての要求書を受理。(注 1)乙 を行なう。大学側，二課程委員及

れに対する部長回答書は別紙(1 ) び二課程係長(5名)。学生側6

を参照。 名。

10月18日 備品要求書を受理。(注 2) 10月28日 輪転機に関する要求書を受理。

10月26日 E課程祭i乙関する要求書(注3@ (注4) 

⑮)及び趣意書(注3(0)を受 11月9日 ファックス機lζ関する要求書を受

理。 理。(注5) 
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(注3@)

要求書

教養部殿 1982年10月26日

例年同様本年度もE課程自治会とサークノレ連合が

中企主主三てE課程祭実行委員会を設置し，委員長

IC:・・・・ーを選出しました。前出の趣意iζ沿った形

で私達の文化の創出の新たな一歩としてゆきたいと

思います。今年度も厳夜祭という名称で11月10日よ

り11月14日にかけて，スポーツ大会1 映画上映会.

コンパ等の催しを行なう乙 とになりました。

日程，企画については下記の通りですが，私達の

財政では困難であると思われますので，貴学部から

例年通りの援助をしていただきたいと思います。

E己
11月10日

11月11日

11月12日

映画会

スポーツ大会

映研映画上映会

11月13日-14日 オールナイト企画

(コンパ，模擬庖出庖等)

尚，教養部lと下記の通り休講措置を要求します。

言己

11月10日

11月11日

11月12日

2限目

2限目

2限目

映画会

スポーツ大会

映研映画上映会

(但し.11日のスポーツ大会ー13日の合同コンパは

1限自の授業を15分間短縮をお願し、 します。)

E課程祭実行委員長

教養部第E課程自治会委員長

E課程サークル連合委員長

(注3(0) 

趣意書

1982年10月

教養学部殿

我々神戸大学E課程生は現行の教育体制から来る

学生の画一化現象が顕著lζ現われつつある現代社会

の真直中におり，尚かっ一般学生に比べ時間的制約

を受けるために，ともすれば若者の特権である旺盛

な意欲と鋭い感性を失ってしまう恐れがあります。

そζで，以上の乙とを避けるためにも，常IC:自由な

思想と創造への意欲fL満ち溢れる E課程祭を開催し

たいと思います。

今年も夜間部の大学祭的規模で行なう ζとになり

ましたが我々の貧しい財政ではなかなか困難ですの

で貴学部からの配慮と援助を切にお願いしたく思い

ます。

E課程祭実行委員会

委員長 -
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(注3⑮)

要 求 書

教養部殿 1982年10月27日

例年同様本年度もサークノレ連合と E課程自治会が

中心となってH課程祭実行委員会を設置し委員長fC:

を選出しました。前出の趣意iζ沿った形で

私達の文化の創出の新たな一歩としてゆきたいと思

います。今年度も厳夜祭という名称で11月10日より

11月14日にかけて，スポーツ大会，模擬!苫等の催し

を行なう ζとになりました。

日程，予算については下記の通りですので，資金

面，現物支給での援助をお願いします。

記

1 日程について

11月10日

11月11日

映画会

スポーツ大会(パトミント

ン，ソフトボーノレ)

映画会(映画研究会r42.19 11月12日

5キロJ) 

11月13日-14日 オールナイ ト企画(コンパ，

模擬庖等)

2 使用教室の許可願いについて

11月10日

11月11日 教養部体育館 (18時30分~

22時)

教養部グラウンド(18時30分

-22時)

談話室(19時より)

B 101 (19時より22時)

E課程生施設

B 101， B 103. B 104. 
B 207，休養室

11月12日

11月13日

3 予算援助について

乙れは自治会とサークノレ連合の一段した活動

として行ないます。そこでi支部からの金 120，500

円の援助をお!~品、 したく思います。尚1 明細に

(注4) 

要 求 量聖
目

1982年10月28日

神戸大学教養部長井沢義雄殿

神戸大学教養部第E課程白治会

執行委員長 . 

以前より輪転機の調子が悪く 10月20日輪転機の定

期点検f[来られた業者の方lζオーバーホーノレの必要

性があるとの乙とで，乙れからの円滑な自治会活動

を運営してゆくためにも，輪転機のオーバーホーノレ

を要求します。

同時に，修理lζ出ている期間中の代わりの輪転機

をも要求します。

なお，点検にあたった業者名と，修理箇所を附記し

ておきます。

(業者名)

T EL 

営業課圃圃圃圃圃圃圃圃圃

(修理箇所)

l ブ。レスロ ーノレ

2 インクネリローノレ

3 綿布(スクリ ーン)

4 インクポンプ

5 ベノレ 卜

6 その他部品

ついては次項に記載します。

。支出について

ポスター代 60，000 

スポーツ大会(賞品代等) 20，000 

映画代(自治会) 30，000 

映画代(映画研究会) 85，500 

模擬庖(プロパン等の火気使用料) 20，000 

雑費 20，000 

合計 235，500 

。現物支給について

ファックス原紙(堀井FaxStencil Sheet)2シメ

ゲイハ一周インク l 缶

中質紙 6シメ

ポスタ ーカラー(大) 250 C C 赤2個

青2個

黒 l伺

コピー用車氏 プラス B4 3シメ

コピー液 プラス現象液 1f 1 個

模造紙 100枚

セロテープ 3 巻

ガムテープ(布) 3 巻

発特lとスポーツ大会fC:関して 以上

シャトノレコ ック (カーノレ卜ン) 3ダース

4シメ

100枚 (注5) 

上質紙

模造紙

えんびつ

E課程祭実行委員長

E課程サークノレ連合委員長

教養部第E課程自治会委員長

要求書

1982年11月9日

教養部長 井沢義雄

神戸大学教養部第E課程自治会

委員長 . 

① ファックス機の修理

② ファックス機が修理lζ出ている聞の替わりのフ

アックス機

以上2項目を早急に要求します。

以上
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JJIJ紙(1 ) 

回 会史
凶 書

1982年10月22日

神戸大学教養部第二課程学生自治会

執行委員長 ・・・・・・・・・・設

神戸大学教養部長

井沢義雄

10月16日付資自治会の要求書lζ対し，下記のとお

り回答します。

ヨ
」
一一=ロ

I 車両入構規制について

イ 現在神戸大学では，各部局がそれぞれの実情

と必要に応じて独自の対応策をたてている。六

甲台地区(法 ・経・営)では許可制をとってい

ると聞くが、この方策につき他の部局の措置を

批判する乙とは適当ではない。

ロ 教養部では昼間，四輪車については許可申1)を

とっている。二輪車については届出制をとって

いるが，危険防止，駐車スペースの問題，教育

環境の維持等の見地から極力自粛を求めてい

る。

前々項とおなじで，他部局の決定した措置を

批判する乙とは適当ではない。だがl 学生の方

から事情を訴えて要望を出す乙とはできるので

はなし、ヵ〉。

2 察食堂問題iζ関して

件のビラ配布に関しては，学生部から全学部

lζ配布方を依頼されたものである。場合(入学

時など)によっては.教養部が学生部lζ配布方

を依頼する件もあり、乙う した聞での全学的協

力を教養部だけが拒否することはできない。

乙の問題についての掌生部見解と方針はー基

本的には全学の各教授会で諒承されていると ζ

ろである。教養部としては慎重かっ柔軟な対応

を要望しておいたが， 乙の点学生部の方策iζ反

映されていると考える。
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一編集後記ー

七年前IC教えた学生から来た年賀状lζ次のような

文章を読んで正月の気分が一層爽やかになった。

「今東京で研修させていただいています。全国各

地から来た仲間と共に多くの先生方に学び，色々な

人に出会い，忙しくても充実した毎日です。今年も

初心を忘れず，明るい笑顔の似合う女医さんとして

病める人々と共に歩みたいと思っています。」

一年生の秋に体調を崩し一時は痛々 しい程IC痩せ

入院もした彼女であったが，長い修業期間をくぐり

抜けて今漸く飛び立つ時が来たのかと思うと深い感

銘を覚えた。

試験のために棒暗記をするのと違って，一つの知

を自分の血肉も同様のものと化するには長~ ，期間iζ

亙る持続的な努力が必要である。将来の自分の持場

から清涼の気を周囲に及ぼし得る人間になるために

新入生諸君には元気よく学びのスタートを切ってい

ただきたい。又その道程で百五十余名の教養部のス

タッフを利用しつくしていただきたい。

原稿をお書き下さった方々にお礼を申し上げると

共l乙定年退官その他で教養部を去られる諸先生の

今後のご活躍とど健康をお祈りいたします。(MS記)
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